
平成３０年度 第３回

青梅市教育委員会定例会会議録

日 時  平成３０年５月２３日（水）午後１時３０分

場 所  青梅市役所３階教育委員会会議室
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第３回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３０年５月２３日（水） １日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

日  程 

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 議案審議 

 議案第３号 青梅市図書館条例施行規則の一部を改正する規則について【追加議案】

 議案第４号 青梅市指定史跡の指定について【追加議案】

６ 教育長閉議および閉会宣言

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告（再掲） 

１ 青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく専決処分の報告について（指導室）

２ 第１５回おうめ子ども俳句コンテスト実施要項について（社会教育課）

３ 第２５回ふれあい音楽祭における物品の販売行為等について（社会教育課）

４ 青梅市図書館予約資料の取り置き期間の変更について（社会教育課）

５ 諸報告

 (１) 委員会等会議録

   ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課）

イ 青梅市文化財保護審議会会議録（文化課）

 (２) 事業等の実施予定について

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課）

(３) 事業等の実施結果について

ア 生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０１８～事業実施報告（社会教育課）

イ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

協議事項（再掲） 

１ 青梅市立学校における就学指定校の変更に関する取扱要綱の一部改正について（学務課）

２ 青梅市図書館条例施行規則の一部改正について（社会教育課）

３ 「青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画（案）」へのパブリック・コメントによる意見

募集について（社会教育課）

４ 青梅市指定史跡の指定について（文化課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄
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出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   大 野 容 義

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 ) 岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂    

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡 部 亀四郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満    

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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午後１時３０分 開会

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の定例会には、教育長および委員４名が出席しておりますので、本会

議は成立いたしました。

これより、平成３０年度第３回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

 本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 初めに、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録の署名委員には、榎本委員を指名いたします。

【委員（榎本）】 はい、わかりました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、平成３０年２月９日開催の第１１回定例会および平成３０年２月  

１６日開催の第１２回臨時会の会議録につきましては、前々回の定例会でお配りし、ご覧いただ

いておりますので、よろしければこの場でご承認をいただきたいと思いますが、ご異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 ご異議ないようでございますので、第１１回定例会および第１２回臨時会

の会議録につきましては、ご承認いただいたということにさせていただきます。

次に、平成２９年度第１３回定例会および平成３０年度第１回定例会の会議録が机上に配付さ

れております。次回までにご覧いただきまして、次回の定例会でご承認をいただきたいと思いま

す。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、本日の議事進行につきまして、教育長報告事項１につきましては、

議事の都合上、本日審議される案件の最後に行います。

また、前回の定例会におきまして、教育長報告事項１の議会報告につきましては、時間の関係

上、次回の委員会で報告する旨を説明いたしました。

ここで、前回、第２回定例会の教育長報告事項１、議会報告につきまして、説明いたします。

【教育部長（渡辺）】 それでは、前回ご配付しておりますが、平成３０年青梅市議会定例会２

月定例議会報告、資料１について、ご説明したいと存じます。

まず１ページでございます。２月定例議会の会期でございますが、平成３０年２月２０日から

３月２３日までの３２日間ということで、本会議につきましては２月２０日、３月６日、７日、

８日、１２日および２３日の６日間の日程で行われております。

議案審議につきましては、市長提出議案が４９件、委員会提出議案が１件、議員提出議案が１

件。括弧内に記載のとおり、可決、同意、修正等がされております。陳情につきましては１件で
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ございまして、参考配付としております。

次に、一般質問についてご報告させていただきます。一般質問につきましては、３月６日、７

日および８日の３日間行われ、教育委員会関係については７人の議員から質問があり、教育長か

らそれぞれ答弁いたしました。

初めに、湖城議員から、「青梅市の小中学校教育について」と題し、４回５項目の質問があり、

１ページ中段から５ページ上段に記載のとおり答弁をしてございます。

次に、山内議員から、「発達障がい支援の更なる充実を」と題し、２回２項目の質問があり、

５ページ上段から７ページ上段に記載のとおり答弁をしてございます。また、「学校での心肺蘇

生教育の普及促進について」と題し、１回１項目の質問があり、７ページ上段から８ページ上段

に記載のとおり答弁してございます。

次に、田中議員から、「不登校児童生徒への支援を」と題し、４回１９項目の質問があり、８

ページ上段から１３ページ上段に記載のとおり答弁をしてございます。

次に、片谷議員から、「中学校の部活動について」と題し、１回３項目の質問があり、１３ペ

ージ上段から１４ページ中段にかけて、記載のとおり答弁しております。

次に、みねざき議員から、「図書館について」と題し、２回８項目の質問があり、１４ページ

中段から１６ページ上段に記載のとおり答弁しております。

次に、藤野議員から、「子育て支援と教育費の負担軽減について」と題し、３回３項目の質問

があり、１６ページ上段から１８ページ中段に記載のとおり答弁しております。

次に、榎澤議員から、「郷土の伝統・文化などの保護育成と活用について」と題し、２回４項

目の質問があり、１８ページ中段から２０ページ上段に記載のとおり答弁しております。

以上で、一般質問についてのご報告とさせていただき、続きまして２０ページ上段の３月１日

に行われました福祉文教委員会所管事務調査２件についてご報告いたします。

まず、指導室・教育指導担当主幹関係として、「学力向上施策について」と題し、東京都学力

調査結果等について、７人の委員から延べ１６項目の質問や、またサタデースクール等について、

５人の委員から延べ１２項目の質問があり、２０ページ上段から２５ページ上段に記載のとおり

答弁をしております。

次に、同日でございますが、社会教育課関係として、「新生涯学習施設（仮称）について」と

題し、全員協議会提出案件について、３人の委員から延べ３項目の質問があり、２５ページ上段

から下段に記載のとおり答弁しております。

続きまして、２６ページ上段の、３月２日に行われました予算決算委員会（３月補正予算）に

ついてでございます。迫田委員から、施設課関係としてお示しの内容について質問があり、記載

のとおり答弁をしております。

また、ひだ委員から、教育指導担当関係として、お示しの内容について質問があり、記載のと

おり答弁をしております。

続いて、２７ページ上段の、３月２日に行われました全員協議会についてご報告いたします。
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ひだ議員、榎澤議員から、お示しの内容について質問があり、記載のとおり答弁をしておりま

す。

続きまして、２７ページ下段の、平成３０年度予算にかかる予算決算委員会の内容につきまし

ては、各担当課長から報告をさせていただきます。

【教育総務課長（浜中）】 それでは引き続き、平成３０年度当初予算にかかる予算決算委員会

の審議につきまして、ご報告させていただきます。

当委員会につきまして、３月１３日から１６日までの４日間開催されました。教育総務課関係

といたしましては、２７ページ下段から２９ページ下段まで、施設課関係といたしましては、  

２９ページ下段から３１ページの内容についてのご報告をさせていただきます。

それでは、２７ページ下段をご覧いただきたいと思います。教育総務課に対しまして、天沼委

員、片谷委員、藤野委員、ひだ委員、工藤委員の５人の委員から質問がございました。

初めに、天沼委員からは、スクールガードリーダーについて４項目の質問がありました。答弁

の内容につきましては記載のとおりでございます。

次に２８ページでございますが、片谷委員からは、通学路防犯カメラの関係について３項目の

質問がありました。答弁の内容につきましては記載のとおりでございます。

次に藤野委員からは、自転車通学者への支援策について３項目の質問がございました。答弁の

内容は記載のとおりです。

次に２９ページでございますが、ひだ委員からは、都の学校事務職員の事務の共同化につきま

して３項目の質問がありました。答弁の内容につきましては記載のとおりでございます。

次に、工藤委員からは、学校の標準学級数についての質問がございました。答弁の内容は記載

のとおりです。

教育総務課関係は以上でございまして、引き続きまして施設課に対しましては、藤野委員、ひ

だ委員、田中委員の３人から教育費歳出予算に対する質問が、さらにひだ委員からは総括質問に

よりまして施設課に対する質問がございました。

２９ページ下段をご覧ください。初めに藤野委員につきましては、学校施設の個別施設計画に

ついて２項目の質問がありました。答弁の内容につきましては記載のとおりでございます。

次に３０ページでございます。ひだ委員からは小中学校の警備業務委託の関係につきまして、

３項目の質問がございました。答弁の内容につきましては記載のとおりでございます。

次に、３１ページ田中委員からは、新生涯学習施設建設の全体のスケジュールにつきまして、

１項目の質問がありました。答弁の内容は記載のとおりです。

次に、ひだ委員からは総括質問として、学校へのペレットストーブの導入について、３項目の

質問がございました。答弁の内容については記載のとおりでございます。

施設課分については以上でございます。

【指導室長（中嶋）】 指導室・教育指導担当関係、５人の委員からご質問がありました。

３１ページ下段、迫田委員からは、グランドピアノ等、ピアノに関するご質問が４項目ござい
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ました。答弁については記載のとおりでございます。

続いて３２ページ、片谷委員から、タブレットパソコンの導入、また部活動外部指導員等のご

質問、７項目ございました。答弁については記載のとおりでございます。

続いて田中委員からは、スクールソーシャルワーカーについて、２項目の質問がございました。

答弁については記載のとおりでございます。

続いて工藤委員からは、小規模校を活性化させるような学校教育の特徴についてご質問があり、

答弁については記載のとおりでございます。

最後に藤野委員からは、学校支援ボランティア補助金というのはどういうものかというご質問

があり、記載のとおり答弁をしております。

以上でございます。

【学校給食センター所長（渡部）】 続いて、学校給食センター関係といたしましては、３３ペー

ジ下段から３６ページ中段までの内容についてご報告いたします。

それでは、３３ページの下段をご覧ください。学校給食センター関係につきましては、ひだ委

員、大勢待委員、湖城委員の３人の委員からご質問がございました。

初めに、ひだ委員につきましては、学校給食栄養管理システムの内容につきましての質問があ

りました。答弁の内容につきましては記載のとおりでございます。

次に、３４ページでございます。大勢待委員からは、調理場統合に関します３項目の質問がご

ざいました。答弁の内容につきましては記載のとおりです。

次に、湖城委員からは、今後の公会計の取り組みに関します５項目の質問がございました。答

弁の内容につきましては記載のとおりでございます。

学校給食センターからは以上です。

【社会教育課長（塚本）】 引き続き、資料３６ページをご覧ください。みねざき委員以下５人

の委員から、社会教育課に対して質問がありました。

みねざき委員からは、釜の淵市民館および永山ふれあいセンターの管理運営委託料の積算根拠

および委託先など１９項目、３８ページにいきまして、ひだ委員からは新生涯学習施設の名称に

ついてなど５項目、３９ページ田中委員からは代替施設利用者への助成の減額理由など６項目、

大勢待委員からは放課後子ども教室について２項目、４０ページ山内委員からは学校図書館支援

事業について７項目の質問がありました。答弁の内容につきましては記載のとおりです。

【文化課長（北村）】 それでは、文化課関係でございます。４０ページ下段、文化課関係では

３人の委員さんからご質問いただきました。

まず、みねざき委員からは、小中学生向けの文化財案内書の作成目的など３項目についてご質

問いただきました。答弁の内容は記載のとおりでございます。

次に、４１ページになりますが、片谷委員からは、郷土博物館施設整備経費の工事費など２項

目についてご質問いただきました。答弁の内容は記載のとおりでございます。

最後に、大勢待委員からは、小中学生向け文化財案内書のコースなど３項目についてご質問い
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ただきました。答弁の内容は記載のとおりでございます。

文化課からは以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（大野）】 １２ページ田中議員の質問の答弁の中で、適応指導教室の名称を教育委員と

も相談したいとお答えになっておりますが、スケジュール的にはいつごろ相談していくとか、何

か腹案みたいなものはございますか。

【教育長（岡田）】 今、設置の要綱は適応指導教室（ふれあい学級）となっていますので、現

状のままですと適応指導教室が正式な名称になっておりますが、田中議員の指摘の「適応」とい

う表現を和らげる表現があってもいいかと思いますので、皆さんの意向を聞きながら要綱改正を

したいと思っています。現状、やっていることは変わりませんけれども、表現として「ふれあい

学級」というのが非常に浸透していますので、「ふれあい学級」に一本化するか、また違った表

現かについては、皆さまの意見を聞きながら、次年度に向けて名称変更を検討してもいいのでは

ないかなと個人的には考えて、この答弁はしました。予定なく聞かれたものですから、私の一存

では決められませんので、こういった形でそのときは答弁しております。ふさわしい名前、子ど

もたちが通ってくる場としてふさわしい名前があれば、変更も視野に検討した方がいいかなと個

人的に思って、答弁しております。

何か先生の方でいいアイデアありますか。

【委員（大野）】 いえ、名前というより、本質的にだいぶ国として位置づけが変わってきてい

るんじゃないかなと思うんですよね。必ずしも学校復帰を狙うというよりは…

【教育長（岡田）】 コミュニティスクール的なものもありますしね。

【委員（大野）】 そうですねえ。ですから、もう一度このあり方についてよく検討して、その

上での名称変更になっていくんじゃないかなと思うんです。

【教育長（岡田）】 ほかの委員さん、率直にこの適応指導教室についてご意見ありますか。

【委員（手塚）】 質問の中にもありましたように、必ずしも学校へ復帰するということじゃな

い、過ごせる場所というのが、わりと都心だと民間のところとか色々あるんですけれども、青梅

は少なかったり情報が入らなかったりします。大野先生がおっしゃったように、考え方が変わっ

てきていて、必ずしも同じ学校に戻らなくてもいいというスタイルが出てきている。ただ、学校

に戻れるようにならしていく場所というのも当然必要だなと思います。私も読ませていただきな

がら色々考えたんですけれども、例えば青梅市としてそういった子どもたちが避難的にゆっくり

過ごせるような場所という考え方ではなく、以前私見学させていただいたんですけれども、先生

方はどうでも学校に戻すんだという考えのもとで指導に当たってくださっていたので、これから

ちょっと考えていくか、２パターンが共存できるのか、ちょっとわからないんですけれども、青

梅の土地柄的に都心とは違う現状というのを考えると、今までのままだけではもしかしたらこぼ

れてしまっている子どもたちがいっぱいいるんじゃないかなということを感じています。
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【教育長（岡田）】 ほかにこの件について感想、意見などありますか。

あくまで適応指導教室は学校復帰という前提のもので、田中議員からあった栃木県の「ひよこ

の家」は福祉的な側面もありますので、そういった点も含めて市全体としても考えていかないと

いけない。一つには、中学校を卒業した後の、義務教育終了後も、引きこもりの子が不登校のま

まフリーターあるいは引きこもりというのが続きますので、福祉的側面からのアプローチも必要

ではないかなと思っております。

ほかに議会報告について何か別件でご意見、ご質問がありましたらお願いします。

【委員（手塚）】 すごく色々な細かいところまでの質問をいただいて、議員の皆さんも関心を

持ってくださっているんだなと思うんですが、あるところでは、見ていただいたらすぐわかって

いただけるようなところもあります。たとえば、放課後、「ゆうやけ」の教室がどんなことをし

ているかというご質問があったんですけれども、そういうところを見にきていただいたり、実際

にご覧になっていただく機会をこちらから提案して、こんなことをしていますということをご紹

介してもいいのかなと思いました。

もう一点、もっともだなと思ったのが、２０ページのあたりの学力のところで、小学校は差が

あって、中学校は縮んでいるというところで、青梅市は中学受験をするお子さんが都心部と比べ

ると本当に少ないので、都心部は上位２～３割が抜けていってしまっている中で、本来だったら

もっとグーッと近づかなければいけないんだろうなということを思ってはいたので、やっぱり数

字を見て、議員の皆さんもそんなふうに思っているのかなということを感じました。

あと、司書の方の確保という問題のところで、今司書の資格を持っていらっしゃる方、学校に

も司書を配置するということがあって、３～４年前ぐらいからそういう流れがあるということで、

人材が不足するんじゃないかなということは、そういう仕事をしていらっしゃる方々から伺って

います。青梅は今、追いかけている状態なので、資格を持っていらっしゃる方を確保するという

ことがきっと大変なんだろうなと思って拝見しました。実際に、図書館だけでなく学校に回って

くださる支援員の方にも、青梅では司書の資格は求めていないんですが、これからだんだん本格

的になっていく中で、そういうことを求めなければいけないというところになっていくのではな

いかと思います。今は指定管理のＴＲＣさんにお願いする形をとっているんですが、青梅市とし

ても大事に思っていますということを伝えていただければなと思います。

以上です。

【教育長（岡田）】 今後議員さん方に対して教育委員会の行事を見る機会等々、総括して教育

部長。

【教育部長（渡辺）】 今ご指摘のあった「ゆうやけランド」ですとか、議員さんの方へ周知す

るということですが、実は今度３０年度から始まります放課後の学習の関係でございますが、６

月議会のときに学力向上の所管事務調査の一環といたしまして、新たな取り組みということで、

常任委員会の委員さんたちが見にいくというようなこともございます。そういったことも含めま

して、今後教育委員会の行事について、これは議員さんに見ててもらった方がいいなというもの
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があれば、社会教育事業も含めましてご案内をしていきたいというふうに考えているところでご

ざいます。今の場面で、例えば社会教育でいえば新緑祭ですとか、そういう大きな行事のときに

は当然周知はしているところでございますが、学校教育につきましても周知を図っていきたいと

思います。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 ３点目の学校司書の件で、今回司書資格を有する方をどのくらい配置でき

たのか。

【社会教育課長（塚本）】 今年度から始まりました学校司書の全校に対する配置ですけれども、

新採用などを含めてスタッフの司書と司書教諭の資格の保有率は６０パーセント以上確保でき

ております。実人数で６割、そして配置の関係でも６割を超えた形で、有資格者を多く採用でき

たと思っております。

【教育長（岡田）】 ほかの委員さん、何かご意見ございますか。

【委員（稲葉）】 学力向上のところなんですけれども、議員さんからはそれぞれ成績がそんな

に伸びないんじゃないか、それはなぜでしょうという質問が多かったんですけれど、私が関西か

ら青梅に来たときからのずーっと長い、４０年来の問題でございまして、だなと思うんですね。

その間、色々な子どもたちの成長を見ていますと、学力がトップだからいい社会人になれている

かどうかということ、またそうじゃないので社会的に苦労している子が多いのかどうかというと

ころを見ますと、まあまあ学力が低いところと言われているわりには、心豊かに成長して、そし

てうちの息子たちの子どもたち、その下の子どもたちを見ていますと、一応の社会人にはきちん

と成長しているので、やはりその中には学力プラスアルファ地域のつながりの大人たちの応援と

か、心豊かな人間性とか、そういう見えない力が備わっているので、都心に出ていっても、全国

各地へ出ていっても、きちっとした社会人として対応できているのではないかなと思っています。

素晴らしい子どもたちが沢山育ってきていますので、４０年来の問題を引き続き教育委員会は学

校の先生たちと取り組みながら、今の「深き学び」というところは、知識だけではなくて体験す

ることを沢山するとか、子ども時代をしっかりと遊べた子は本当にいい社会人になっていますの

で、その辺の心の育ちの面も加えていくと、学力は点数を追うだけではなくて人間性を追うとい

うところで力を入れていくと、学力はおのずから上がっていくんじゃないか。点数のみを追いか

けるのが教育ではないんじゃないかなと、私はすごく思っています。また５０年に向けて頑張っ

ていければいいのかなと思っています。青梅の子どもたちは本当に素晴らしいです。

以上です。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

議会報告はよろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、今回の教育長報告事項に入ります。



10

まず初めに、委員の皆様からご報告を頂戴したいと思いますが、どなたかございますか。

【委員（手塚）】 先日、青梅のカヌー協会の関係の方にばったりお会いしてお話しした中で、

青梅で生まれて育って、青梅に住んでいる子どもたちが大きくなってオリンピック選手になる、

その間を見守って応援していくみたいなムーブメントを興したいんだけれども、なかなかカヌ

ーに特化するというところでストップがかかっていてうまくいかないんだみたいなお話を伺い

ました。でも、実際次の東京は難しくてもその次のフランスのときには有力株の選手、今高校

生くらいの選手の方たちが育っている。その現状を見ると、ぜひ応援したい。カヌーに限らな

くても別にいいと思うんですね、別に青梅の子どもだったら。私の子どもの友人で今頑張って

いる女の子もいるんですけど、親御さんの話を聞くと、やっぱりそういうクラスの選手になっ

ていくと、本当にお金がかかるんですね。日本が本場でないスポーツとなると、練習のために

ヨーロッパに行ったり、海外に行かなければいけない。まだ高校生ですので、なかなかスポン

サーもつかない。親御さんが基本的には自腹で、どこまで応援できるかというところで、本当

に頑張ってらっしゃるのを聞きます。これは税金でということではなくて、市全体の動きとし

て応援するのに、誰かが先頭切ってあげなきゃいけないというときに、子どもたちということ

を考えると、教育委員会でも後押ししているとなれば、お金を出そうと思う市民の方たちも安

心してカンパというか、寄付したりできるようなことになるんじゃないか。何かそういったお

金の面でのお手伝いができたらいいのになということを、お話を伺いながら思いました。

東京オリンピックに向けて色々教育もしてくださっていて、各学校でも色々なことをしてく

ださっているんですが、やっぱり地元から選手が出るというのは本当に嬉しいことで、メダル

をとってくれたらもちろん嬉しいですけれど、それでなくても頑張っているんだ、それを応援

するんだという喜びをみんなで味わうことができるというのは、なかなかない機会かと思うん

です。それを育てる段階から応援するとなったら、本当に皆さんの楽しみ方も違ってくると思

うので、何かお手伝いできることがあればなと思いました。

以上です。

【委員（大野）】 それでは２点。１点はお聞きしたいことがあります。

まず１点目ですけど、よく「師弟関係」という言葉の中の「師」の部分なんですが、教育に

当たる人の子どもへの思いというか、子どもを主役に立ててあげようというふうな思いとか、

そういうふうな思いというのはありがたいなと感じたことが２点ございますので、それをちょ

っと報告させていただきたいと思います。

１つ目は、先だって郷土博物館に「明治時代の青梅」企画展をみんなで見にいったんですけ

ど、改めて自分で、近くが見える双眼鏡を持って、じっくりと書いてあるものを見ながら回っ

てきました。そこで改めて気がついたことは、写真なんですけど、今の第六小学校の前身とな

る「江北学校」という学校の校舎、素敵な校舎なんですね、よく見ると。そこの前での集合写

真があったんですよ。皆さん覚えていらっしゃるかどうか。１回目に行ったときは気がつかな

かったんだけど。その写真についてですが、私の双眼鏡、すぐ近くに見えるんですよ。顕微鏡
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みたいに見えるんです。それを見ると、最前列が子どもで、２列目に先生たち、３・４列目が

また学童なんです。戦前の教育を考えてみると、厳しい教育というイメージがありまして、先

生が真ん中に座ってふんぞり返って写っているようなイメージがあったんですが、それは大正

時代の写真らしいんですが、大正のあの頃から子どもたちを前に引き立たせてあげるんだとい

う先生たちの思いがあの写真の中にあるなと、改めて感じました。

２点目ですけど、今日午前中、吹上小学校が私の家のお隣にあるものですから、子どもたち

の楽しそうな声、先生の声が聞こえてきたので、ちょっと見たんです。当たり前かもしれない

んですが、ああ、先生偉いなと思うことがありました。それは何かというと、運動会が秋です

からよくわかりませんが、１年生と６年生を外に出して、体育をやっているんです。４０メー

トルぐらいの間隔で線が引いてあって、そこの間を子どもたちが行ったり来たりするんです。

走ってくるんですけど、その線のところまでちゃんと行って戻らなきゃいけないんですが、  

１０回とか走るんですね。６年生だともっと往復してるんですけど。１年生を走らせていたと

きに、お２人の男性の先生が、口で言うだけじゃなくて、イメージ的には「かるがも」みたい

な感じで、先生たちが一歩先で子どもたちが走っていくんです。この線までいったら、必ずこ

の線を越えるんだよと言って、みんなが揃ったところでまた戻る。それを何度も何度も繰り返

して、先生たちきっと大汗かいているんじゃないかなと、遠くで見て思いました。６年生もそ

の後走ったりするんですけど、先生たちずっと走っているんです。とても６０過ぎの私なんか

はできないなと思いました。「師弟同行」という、先生たちがまず一緒に走ってあげる、引っ張

ってあげる。山本五十六の名言じゃないけれども、「やってみせ 言ってきかせて させてみせ 

褒めてやらねば人は動かじ」とありますね。まず先生が先に半歩前を走って１年生を引っ張っ

てあげてるんです。ああいいなと思いました。

それから２つ目ですけれども、学力向上を図るための調査でしたか、小学校５年生と中学校

２年生ですか、はっきり覚えていませんが。前回の資料の中で見て、改めて、ここはきちっと

やらなければだめだなと思ったのが、漢字ですね。漢字が本当に読めてない、書けてないと、

断トツに成績がよくないですね。だから、２つ目として、読み取る力がやはり断トツに弱いん

です。漢字が読めてないと読み取れませんから、放課後の学習教室なども含めまして、やはり

基礎・基本として特に漢字の読み書きなども、昔からやっていることですけれど、改めてこん

な低くちゃ学力は伸びないので、そこはやっていく必要があるだろうというふうに感じました。

かねてから青梅方式の学習指導の方式をつくってみたらどうかと、私言っているわけですけれ

ども、どこが足りないのか、どこを伸ばしたらいいのかということに焦点を当てながら、そう

いう方式についてきちんとつくっていく必要があると感じます。

それから、お聞きしたい点なんですけど、サタデースクールにかわる授業で民間委託ですね。

そこはどこまで業者さんが決まったとか、いつぐらいから始まりそうだとか、何かわかってい

ることがありましたら教えていただきたいなと思います。

以上です。
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【指導室長（中嶋）】 サタデークラスにつきましては、「トライ」という業者に決まりました。

スタートが６月２３日になります。

【教育長（岡田）】 児童生徒の募集はこれからですか。

【指導室長（中嶋）】 現在、募集中です。月末にかけて一旦募集を停止しまして、その間に集

まった第１次募集でもし人数が埋まった場合はそこで終わりと。足りなければまた募集してと

いう形をとります。２３日には、先ほど部長からもお話がありました福祉文教の議員さんたち

も見学にいらっしゃるということになっております。

【委員（大野）】 もしよかったら、サタデークラスについての実施案とかそういうようなもの、

前にいただいたかどうかよく見てないんですけれども、改めて最新のものをいただけたらあり

がたいと思います。どういう規模で募集をし、何年生からなのかということも含めて、それか

ら委託業者には特にこういうようなことをきちんとやってほしいんだというふうにきっと仕様

か何かで出しているでしょう。そういうようなことも含めまして、きちんとした書類で私たち

にもいただけるとありがたいと思います。

【指導室長（中嶋）】 申しわけありませんでした。今、募集のチラシのようなものがあります

ので、後ほどお配りしたいと思っております。

【教育長（岡田）】 次回の教育委員会が７月６日になってしまいますので、その前の段階で情

報提供ということと、その前には運動会があったり、音楽鑑賞教室があったり、どこかの席で

文書で各教育委員さんにお知らせするように努めたいと思います。よろしくお願いいたします。

ほかにいかがでしょうか。

【委員（稲葉）】 先日、釜の淵の新緑祭に行ってまいりました。２日目が雨という予報だった

ので１日目に行ったんですけど、すごく新緑がきれいで、実行委員形式でされていたので、本

当に実行委員さんたちが要所要所にいらして、特に多摩リハビリテーションの生徒さんたちの

接客というか、そういう対応がとてもにこやかで丁寧でよかったので、いい若者たちがこうい

う行事に参加してくださって、とてもいいなと思いました。こんないいことなので、小学生に

もうちょっと沢山来て、新緑を楽しんでもらえることはないかとすごく思ったんですね。高齢

者の皆さんはサークルとかそういうところで、新緑祭じゃないんですけど、この間新宿御苑へ

行ってきたんですが、リーダー１人がいて木の説明をしたりとか、その辺の自然の説明をした

りして、木に対する自然の学びを高齢者の方はしていたので、新緑祭のときも小中学生を相手

にあそこの森の説明が、ツアーみたいな形で何時間かくるくる回れるような形で紹介できれば

とてもいいのになと思いました。フラダンスもよかったですし、釜の淵の音楽も、音楽に親し

んでいらっしゃる方の発表の場にもなって、とてもいいなと思いました。今度またあそこが使

えなくなるので、その辺のところはたぶん社会教育課の方は考えていらっしゃると思うんです

けど、予算があったらああいうところに野外ステージがあって、色々なことができるといいの

になと思いました。

もう一点は、新１年生のお母さま方と話すことがとても多いんですけれども、新１年生で何
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が一番困っているか聞きましたら、お手洗いに行けないっていうんです。保育園とか幼稚園で

和式の便座には慣れているとは思うんですけれど、幼稚園・保育園は和式なんだけど便座に座

るんですが、小学校ではそうではないので、特に女の子のお母さんは、我慢して我慢して帰っ

てくるので大変だということですので、青梅の小学校の洋式化はどのくらい普及しているのか

なと。川崎市の小学校によく行かせていただくんですけど、川崎市は校舎の建て替えもありで

徐々に和式よりも洋式のお手洗いの方が多くなっています。その辺のところ、予算の関係もあ

ると思うんですけど、青梅市も学校のお手洗いについては改善していかねばいけないんじゃな

いかなと思うのと、男の子のお母さんからは、臭いが気になるという子もいるみたいです。構

造の関係もあると思うんですが、清掃のところで、学校訪問したときに全くトイレの臭いが気

にならない学校もありましたので、その辺のところも、先生方と生徒たちと一緒に取り組める

ものが何かあればいいかなと思いました。

以上です。

【教育長（岡田）】 生涯学習フェスティバルにつきましては、諸報告でまたお話しさせてもら

います。トイレの関係につきましては、なかなか全体的な進捗の方は国庫補助との関係で進ん

でないんですが、低学年用は一定程度進んでいます。

【教育部長（渡辺）】 申しわけありません、ちょっと資料がなくて件数はわからないんですが、

低学年用はある程度終わっています。ただ、学校全体をするというのは、なかなか厳しいもの

がございます。実は昨年度、今井小学校で小林製薬さんのご協力で、洋式トイレを設置してく

れるということで申し込みましたところ、当たりまして、そこで今井小学校の体育館の和式を

洋式に替えたということもあります。今年度も申し込んでおりまして、当たるかどうかわかり

ませんけれども。そういう形で、トイレの改修につきましては、今計画的にやっています。た

だ、先ほどおっしゃられましたように、ほかの直すところ等もありますので、予算の関係でト

イレだけに特化できないんですが、優先的にトイレをやろうということで、計画は立ててござ

います。

【委員（榎本）】 温かい話の後で恐縮なんですけど、現行での不審者情報の通報についてなん

ですが、聞いた話で正確ではないところもあるかと思うんですけど、ある中学校で校門近くに

下半身を露出した男が停車した車内にいて、それを生徒が目撃したらしいんです。特に声をか

けられるなどの被害はなかったということですけど、保護者の方が学校に連絡をして、警察に

も連絡をしたということです。以前その中学校では、テニスコートを覗きにくる男がいたらし

いんですが、それについても警察の方には学校から特に連絡はなかったということなんですね。

保護者の方からは、そういうことも警察に連絡してほしいという気持ちがあったようなんです

が。こういう場合、学校側の立場としては第三者なわけで、状況も聞いたものになるので通報

しずらいのかなというのもありますし、保護者としては各家庭にも連絡してほしいという気持

ちもわかるんですね。

よく、不審者情報メールというのがくるんですけど、そういうものの仕組みについて聞いて
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みたいなと思いますが。

【教育指導担当主幹（拝原）】 不審者情報につきましては、まず学校の方は、保護者から連絡

があったときには、警察に連絡しましたかということは必ず確認しまして、もし警察に通報し

てないようでしたら、学校は常にまず警察に通報するよう言っております。警察の方も、まず

警察に通報するようにということもあって、警察に通報することによっていち早く警察も動き

始めることになっております。学校も情報をいただきましたら、学校から教育委員会に連絡が

いきまして、その情報によっては各学校また子育て支援課にも連絡を入れまして、学童の方に

も連絡が伝わるような体制をとって、いち早く対応するようにしております。

【委員（榎本）】 今回メールがきていないということは、そこの部分が遅かったのかなという

ことですか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 学校によってその学校内の連絡、大体学校でメール連絡の仕組

みはとっていると思うんですが、それによって教育委員会から学校に連絡した情報を学校から

メール等で連絡するというような…。内容によっては翌日児童生徒に直接指導するようなこと

もありますし、一応そのような体制はとっております。

【教育長（岡田）】 ２通りあって、たとえばプールの関係やなんかですと、授業中にカメラを

持った人が周りに来るようなときは、必ず警察に連絡して警邏してもらって、不審者がいれば

職務質問してもらうというような原則になっております。

また、登校時よりも下校時間帯が多いんですけれども、声をかける人、あるいは下半身を露

出する人というような事案は口頭受理書が回ってきますが、基本的には子どもが家に帰って保

護者に申し出れば連絡がきて警察にとなるんですけれども、子どもが３時に帰って、保護者が

帰って来るのが遅い時間ですと、そこで時間がありますと警戒しても間に合わないということ

がありますが、すぐ情報があれば必ず学校から警察署に行くし、また場合によっては不審者が

移動しますので、一つの学校だけではありませんので、全校に対していついつ何時何分にどう

いうことがありましたということで警戒を共有化するのは、一斉メールでやっています。また

学童もありますので、そちらの子ども家庭部にも連絡するというのは、マニュアル化されてい

るところです。

【教育部長（渡辺）】 ある自治会では、そういった不審者が出た場合には、自治会長に連絡を

くれと言われている自治会もありまして、そういったところについては自治会を通じて周知す

る。我々のところと自治会の周辺で何かあった場合はですけれど。そういうこともあります。

いま一つとしましては、今教育長が言ったとおり、何かあった場合に、学校、警察、また教育

委員会で何かあった場合には教育委員会がそれを判断する中で、各学校に周知しているという

状況でございます。

【委員（稲葉）】 不審者情報については、やっぱり学校と保護者と、あと地域の見守りが必要

だと思うんですね。そのときに主任児童員さんとか民生委員さんに学校の情報がいけば、地域

の見守りはすぐ外に出て見ることができるんですけど、その辺のシステムが、民生委員さんの
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中でもメール機能を持っていない方もいますので、そういうところを徹底すると、早期発見・

早期予防というところにつながるんじゃないかなと思うので、その辺の協力体制を教育委員会

の方から民生委員さん、主任児童委員さんにお願いしてみるというのはいかがでしょうか。地

域ですぐに出られるのは、その地域にいる方ですので。

【委員（榎本）】 今回それがなかったので、もしかしたら連絡がきてなかったのか気になった

ものですから。

【教育部長（渡辺）】 タイムラグ的なところもあるので、すべてというわけにはいかない可能

性もありますけれども、担当部の方にはちょっとその内容を確認したいと思います。

もう一つ、今通学路防犯カメラもございまして、警察からは、そういった情報があった場合

でも、ちょっとカメラを見せてくれという要請などもありますので、そこは一つの抑止になっ

ておりますが、いずれにしましても、民生委員につきまして相談してみたいと思います。

【教育長（岡田）】 先般、新潟市の事件もありましたけれども、たぶん議会などでも６月の一

般質問等でも話題になると思います。その中で、やはり学校だけでは見守れませんので、自治

会あるいは民生児童委員の皆さんにという協力は教育委員会からも要請していって、要請する

だけでなくて具体的にどういうネット化がよろしいかということは、それぞれの部で研究して

まいりたいと思います。

最後に私の方からですけど、４月２２日（日）に、消防少年団の入卒団式というのがありま

して、霞共益会館に行ってまいりました。市内色々な地区の子どもたちが、制服に身を包んで、

入団式、卒団式に臨まれておりました。特に出初式とか青梅大祭のときのデモンストレーショ

ンをはじめ、後は防火・防災のことも１年間やっているということで、青梅消防署がかなり力

を入れて取り組んでいただいている中で、若干増えて、４０～５０名の団員だったかなと思い

ますけれども、入卒団式に行ってまいりました。

それから、５月に入って全国の都市教育長会が開催された中で、先週、全国の都市教育長会

が岩手県の一関市で開催されました。それにあわせまして、行きと帰りに東日本大震災の被災

された地域について、鉄道やバスを乗り継いで見てまいりました。とにかくすごかったのが、

ダンプカーが槌音高くというんですか、堤防を含めて高台移転に関する国道を頻繁に移動して

工事が進んでいるところを目の当たりにしました。また、福島第一原発の脇の国道を代行バス

が通過したんですけれども、やはりいわゆる帰宅困難地域の国道を通ってまいりますと、平成

２３年３月１１日の２時４６分そのままの状況が国道から見てとれました。

また、「ただいまの放射線量」というのが標示されているんですが、原発に近づくにつれて数

値が上がっていったのには、やはりまだまだ除染というんですか、放射能がかなり高い濃度が

残っているなということを実感したのが印象に残っております。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 第１５回おうめ子ども俳句コンテスト実施要領について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 それでは続きまして、教育長報告事項を説明させていただきます。
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教育長報告事項２、第１５回おうめ子ども俳句コンテスト実施要領について、を説明いたし

ます。

【社会教育課長（塚本）】 おうめ子ども俳句コンテストにつきまして、報告資料２、コンテス

ト実施要領にもとづき説明させていただきます。

この俳句コンテストは、青梅市俳句連盟にご協力をいただき、今年で１５回目となります。

昨年は４，１９０句の応募がありました。

初めに、１．目的から、４．応募資格につきましては、記載のとおりです。

５．周知方法につきましては、学校が夏休みに入る前、７月１日号の広報おうめでお知らせ

するとともに、各学校や市民センターなど、各施設に応募用紙などを設置することとしており

ます。

６．テーマにつきましては、自由課題としております。

７．応募方法、８．募集期間、９．審査につきましては、記載のとおりでございます。

１０．各賞につきましては、記載のとおり、小中学校あわせて２９名を表彰いたします。

１１．発表につきましては、教育委員会ホームページや市役所１階ロビーで行うほか、より

多くの人に見ていただけるよう、広報おうめにも記載したいと考えております。

また、１２のとおり、１１月１０日に表彰式を予定しております。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（手塚）】 毎年色々改善してくださって、賞を受ける人数も各学年ごとにしていただい

たり、発表やなんかも力を入れていただいて、４，０００首以上応募があるということで、選

んでいただく審査員の方たちも大変かと思うんですが、ぜひ今年も頑張っていただければと思

います。よろしくお願いします。

【教育長（岡田）】 ちなみに、今年は自由課題ですけれども、課題を設けたことって過去にあ

るんですか。

【社会教育課長（塚本）】 以前は、「夏休み」とか、そういうのが多かったです。それも回を

重ねるごとにバリエーションが少なくなったところで、自由課題にさせていただきました。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 第２５回ふれあい音楽祭における物品の販売行為等について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、第２５回ふれあい音楽祭における物品の販売行

為等について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 第２５回ふれあい音楽祭における物品の販売行為等につきまして、

ご説明させていただきます。報告資料３をご覧ください。

ふれあい音楽祭につきましては、教育委員会の後援事業である青梅市舞台芸術フェスティバル
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の一環として、毎年市民会館において実施されているイベントであります。青梅市舞台芸術フェ

スティバルは、青梅のまちのあちこちで身近な人たちとともに舞台芸術を鑑賞することで、感動

体験や心を豊かにする場をつくることを目的としております。本年度も教育委員会で後援してお

ります。

ふれあい音楽祭は、市民会館で実施しておりましたが、市民会館閉鎖に伴い、会場を釜の淵市

民館に変更して実施しております。

つきましては、飲食物の販売に関して、目的が営利ではなく本事業範囲内の取り組みであると

認められるため、釜の淵市民館条例第１５条に規定している販売行為についてご承認いただきた

いと考えております。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

具体的に規模はどのくらいの参加ですか。去年の状況がわかれば教えていただけますか。

【社会教育課長（塚本）】 申しわけありません、昨年の実績を持ち合わせてございません。ア

マチュア団体の発表、ザ・のど自慢、体験ワークショップを予定してございます。

【教育長（岡田）】 前回の釜の淵新緑祭のうち、釜の淵市民館で実施した事業のようなものを

別の団体が集まって実施するというふうなイメージでとらえてよろしいんですか。

【社会教育課長（塚本）】 はい、そのとおりです。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 青梅市図書館予約資料の取り置き期間の変更について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 教育長報告事項４、青梅市図書館予約資料の取り置き期間の変更について、

を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市図書館予約資料の取り置き期間の変更について、ご報告させ

ていただきます。報告資料４をご覧ください。

変更の理由でございますが、図書館サービスのうち予約サービスについては、現在予約資料の

取り置き期間は２週間（１５日間）でございます。その取り置き期間を１週間（８日間）に短縮

することにより、予約が集中する図書館資料の回転率を高め、利用者の利便性を図るものでござ

います。

なお、取り置き期間の最終日が休館日に当たる場合もございますので、その場合にはその翌日

以降の最初の開館日までを取り置き期間といたします。

周知につきましては、広報おうめ６月１日号、ホームページ、館内掲示等を予定してございま

す。

この変更については、平成３０年７月１日からを予定しております。

説明は以上でございます。
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【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（榎本）】 人気のある本だと何冊も用意すると思うんですけれども、そういうのはどう

いう段階で１冊買うというのは決まっているんですか。

【社会教育課長（塚本）】 上限につきましては、分館の数プラス２冊ということで決めており

ます。あらかじめ回転が予想されるものにつきましては、スタート時から３冊スタートとか５冊

スタートとかで始める作品もありますが、予約１０件以上で１冊追加購入しています。

【委員（榎本）】 著者の方にとっては、図書館で買われると困るということを聞いたので。

【教育長（岡田）】 出版社と図書館とのせめぎ合いですかね。

【社会教育課長（塚本）】 確かに出版業界からかなり風当たりが強い問題がございます。図書

館の方でベストセラー本を多く購入して、それが回転することによって出版不況を招いているん

だというお叱りを受けることもあります。数年前までは、本の稼働率について図書館が競い合っ

ていたような時期もございまして、そのころには人気本を何十冊というふうに抱えている図書館

もございましたけど、最近は落ち着いてきて控えめになってきています。

【教育長（岡田）】 先日、指定管理者（ＴＲＣ）の関係者の方々と、館長がかわりました中で

意見交換したときに、出版社の方はいわゆるベストセラー本は増刷、増刷を重ねてようやく作家

の方にも一定の著作権料が入るというところの問題と、もう一つはせめて図書館には単行本でい

わゆる表紙の厚いもので、文庫本は買ってもらうような仕組みが欲しいかなということですけど、

逆に図書館でも文庫本の人気が高いみたいなんですね、持ち歩きやすいということで。そういう

ところは出版業界といわゆる全国の図書館との悩みというんですか、棲み分けたところに問題は

ずっとあるようなことをおっしゃっていました。

【委員（手塚）】 予約を待っている立場からすると、早く回ってきてほしいというのがあるの

で、１５日が８日というのは、待っている人には少しでも早くというところで、とても嬉しいと

思います。予約の本が入ったという連絡をもらうと、借りたくて予約したので、すぐに取りに行

きたくなっちゃうんですけど、なかなかやっぱりそうはいかない。

それから、インターネットの予約のやり方が新しくなって、使いやすくなったなと思っている

んですけども、メールとかでご連絡をいただくので、そのときに１５日以内が８日以内になった

というのは、しばらくの間は特別に赤でも入れながら目立つような方式で記入していただいて、

今までご利用していた皆さんがわかりやすいような工夫をしていただければと思います。よろし

くお願いします。

【社会教育課長（塚本）】 ありがとうございました。周知に努めてまいりたいと思っています。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 諸報告 

 (１) 委員会等会議録 
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      ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課） 

イ 青梅市文化財保護審議会会議録（文化課） 

    (２) 事業等の実施予定について 

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課） 

(３) 事業等の実施結果について 

ア 生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０１８～事業実施報告（社会教育課） 

イ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、諸報告ですが、あらかじめ各委員には事前に目

を通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等ございましたらお願いいたします。

社会教育課長、生涯学習フェスティバルの実施状況で報告があれば。

【社会教育課長（塚本）】 生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭２０１８～につきまして、ご

説明させていただきます。

実施日につきましては、５月１２（土）、１３日（日）の２日間。

場所は、釜の淵公園と公園周辺の社会教育施設でございます。

参加者数につきましては、初日１２日（土）につきましては１，２９９人、１３日（日）につ

きましては１，９６５人、合計で３，２６４人。括弧内の数字が昨年の数字でありまして、トー

タルで１９９人の増となってございます。こちらの増につきましては、昨年、初日が１日雨だっ

た関係で、今年は日曜日の午後から雨になってしまったんですけれど、そこの差の分があらわれ

て増となったものととらえております。

４の飲食物販売、本年度も９業者によって飲食物を販売させていただきまして、その一部を社

会福祉協議会に寄付させていただきました。

裏面にまいりまして、その他でございますが、特に今年度、実行委員会形式が定着してきたと

いうか、各出演団体から強制的に出ていただいている実行委員さんのほかに、自主的にメンバー

の方が手伝いに来てくれるような動きも見られて、本当に助かってございます。また、毎年多摩

リハビリテーション学院の生徒さんにもご協力いただいて、積極的に動いていただいています。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 私も竹細工のところ、ちょうど郷土博物館の入り口のところだったんですけ

れども、見せてもらって、見よう見まねで始めて、買うとそっくり社会福祉協議会に寄付という

ことで、寄付の方に回ったと思うんですけれども、一つ購入させていただきました。

また日曜日には、環境の方の取り組みとして、奥多摩漁協さんの協力を得まして、稚鮎の放流

とつかみ取りをやりました。

それから、今年カヌーはやったのかな、スポーツ推進課の方で。土曜日ですけれども、プール

の向こう側の川、多摩川の方でカヌー教室もやっておりました。そういう中で、２日間行かせて

もらいました。

ここ数年ですが、今年は特に多摩リハビリテーション学院の学生さんたちの協力、またその対
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応とか素晴らしいということで、先ほど稲葉委員からありましたけれども、すごく評判がいいと

いうのは、私も聞き及んでおります。

【社会教育課長（塚本）】 多摩リハビリテーション学院の学生さんは昔は割に若い子が多かった

んですけど、最近は落ち着いた感じの生徒さんもいっぱいいて、その人たちがリーダーシップを

とったりするような感じで、すごくよく動いてくれています。

それから、次年度の新緑祭につきましては、今後検討してまいります。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

それでは、教育長報告事項は以上で終了いたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 協議事項 

１ 青梅市立学校における就学指定校の変更に関する取扱要綱の一部改正について（学務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。

協議事項１を議題といたします。青梅市立学校における就学指定校の変更に関する取扱要綱の

一部改正について、を説明いたします。

【学務課長（石川）】 それでは、協議事項１、青梅市立学校における就学指定校の変更に関す

る取扱要綱の一部改正について、ご説明申し上げます。

本要綱につきましては、学校教育法施行令第８条にもとづきます就学指定校変更の要件および

手続に関しまして必要な事項を定めるための要綱で、本要綱によりまして、就学指定校とは、青

梅市立学校通学区域に関する規則第３条の規定により、青梅市教育委員が指定いたします青梅市

立の小学校、中学校であります。本要綱の第３項で変更要件、第４項で変更の申立てについて定

めております。

通学指定校を変更する理由としましては、身体的理由、家庭的事情、市内転居、地域的事情、

小規模特別認定校制度、部活動の有無、教育的な配慮による場合（いじめ・不登校等学校生活を

維持すること）、その他としております。

それでは、内容についてご説明申し上げます。

初めに、１の改正の理由についてでありますが、通学の安全性および利便性の向上を図るとと

もに、特定の小学校への児童数の集中を避けるため、就学指定校の変更要件を見直そうとするも

のであります。

次に、２の改正の内容についてでありますが、別表関係といたしまして、表に記載のございま

す、４の地域的事情による場合の中で、「自宅から指定校までの距離が、最短距離隣接校までの

距離のおおむね２倍以上ある場合で、最短距離隣接校への通学を希望するとき。（新町小学校へ

の変更を除く）」とありますものを、下の欄にございます「自宅から最短距離の市立学校が指定

校でない場合で、最短距離の市立学校への通学を希望するとき。（第三小学校および新町小学校

への変更を除く）」に改めますとともに、対象学年につきましては、「小学校の全学年」とありま

すものを、「小中学校の全学年」に改めようとするものであります。
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恐れ入ります、１ページおめくりいただきますと、新旧対照表となっております。

こちらの改正によりまして、自宅から最も近い小中学校への通学が可能となり、通学の安全

性・利便性の向上を図り、特定の小学校（この場合は第三小学校、新町小学校でありますけれど

も）への児童の集中を避けようとするものであります。

もとのページにお戻りいただきまして、３の実施期日でありますが、平成３０年７月１日から

実施し、平成３１年４月１日以後の入学または転入学から適用しようとするものであります。

説明は以上であります。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して、何かご質問、ご意見等ご

ざいますか。

【委員（大野）】 これまで学区の変更とか統合ということで話題に出てきましたけれども、こ

の就学指定校の変更に関する、特に今回の協議に関するようなことについて、全然私たちの間で

出てきてなかったわけなんで、私たちから見ると突然のご提案なんですね。で、いい悪いじゃな

いんですけど、これの検討が始まったのはいつごろで、一体どういうきっかけで始まったのかと

か、何かありましたら教えていただけますか。

【教育長（岡田）】 私の方から補足させてもらいたいと思います。この会議ではなくて、前回

の総合教育会議の中で、具体的な学区等について、将来的な統廃合を含めたことについての意見

交換があったかと思うんです。やはり通学区域の変更に踏み込みますと、地域のコミュニティに

も課題がありますので、自治会等々の協議を経て、〇〇町〇丁目〇番地から〇番地をＡ校からＢ

校へというようなところをやった上で、議会への説明を要するところがあるんですけれども。一

方で、最寄りの学校と指定校との距離の違いがある中で、特にここで具体的な説明となると、第

三小学校また第三中学校の児童生徒数が大規模なまま、今後のまた地域の建て売りの状況なんか

を見ますと当面減らないだろうと。一方、吹上小学校・吹上中学校で、小学校に単学級もあった

りする中で、ちょうど春日神社から南側は第三小学校・第三中学校区なんですが、本当の目と鼻

の先に吹上小学校がある。そういう状況も踏まえた中で、選択肢を広めていくこともあるだろう

というのはかねてやってきた中で、ここに記載のとおり入学時に限るわけです。ですから、新１

年生からの取り組みになります。時間的には、来年４月以降ですので、就学通知あるいは入学時

の就学時健診がありますので、１０月までに方向を決定した上で、その後、指定校の変更の申請

を受けて対応するような方向を出したいとは思っているところです。

これは言葉だけですと、なかなかイメージがわきませんので、今日は一旦保留というか取り下

げさせてもらって、後ほど地図をお持ちしますので、具体的に地図を見て学区域と学校の位置な

どを見ながら、次回以降を踏まえた中で、こういう方向がいいのかどうか、皆さんのご意見を賜

りたいと思います。地図を見た上でないと、イメージがわかないと思いますので。その上で、次

回協議をさせていただきたいと思います。そういう方向でよろしいでしょうか。

【委員（大野）】 ありがとうございます。これに限らないんですけれども、こういうふうな変

更などについての提案につきましては、以前から、提案のときにはよくいきさつを話してくれと
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言ってあります。ここの場で一つ一つについて十分な議論をしている時間は、たぶんないんじゃ

ないかと思うんですよ、沢山あるから。その前の段階で、こういうようなことを今検討を始めて

いるんだとか、そういうことについての簡単な報告でも（教育委員会のこういう席でなくてもい

いんじゃないかと思うんですが）いただいておくと、私たちもこういうご提案をいただいたとき

に、そういう方向で皆さんが進んでいるのなら、あえて何か言っても悪いかななんて遠慮しない

で自分の考えを述べられる。つまり、私たちがよく考えて、教育委員として責任を持って検討で

きるように事前の説明を…。例えばさっきのサタデークラスの案についても、さかのぼりますと、

こういうふうなことを検討しているんだということは一切なしで、業者に委託するんだというこ

とのお話があって、もうそれで動いているのなら今から言ってもしようがないかなと思って、言

ってないんですよ。やはり途中、検討を始めたとろでも結構ですけど、事前にその都度、簡単に

お話をいただいておくと、私たちもきちんと考えられるということですので、ぜひそこをお願い

したいと思います。

以上です。

【教育部長（渡辺）】 大野先生から以前からそういうお話をいただいていましたが、今回は事

前のそういうのがなかったわけです。その経過ですとか、そういったところがこの教育委員会の

場の中でご説明していたところであります。例えば、その他の欄の中で、実は今こういったこと

を考えていますとか、今後協議をさせていただく予定ですとか、そういった周知ですとか、あと

は事前に資料をご配付しておくとか、そういったところで、なぜこの議題を出したのかなという

ところが以前からご指摘されているところでございますので、その辺につきましては各課調整を

図っていきたいと考えます。今後対応してまいりたいと思います。

【教育長（岡田）】 私も事務局の中にいるもので、申しわけございません。唐突に出すのでは

なく、あらかじめ検討資料ということでたたき台をまずご覧いただいた上で、次の、あるいは次

の次の回に、いついつまでにお目通しいただきたい、あるいは不明点があればご質疑いただきた

いということを踏まえた上で、協議事項として取り上げるように今後努めたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

それでは、本件につきましては次回まで保留といたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 青梅市図書館条例施行規則の一部改正について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項２を議題といたします。青梅市図書館条例施行規則の一部

改正について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市図書館条例施行規則の一部を改正する規則要綱について、ご

説明させていただきます。協議資料２をご覧いただきたいと存じます。

まず、改正の理由ですが、利用者カードの様式に規定されている事項を必要最低限とすること

により、デザインの自由度を高め、市民の図書館利用を促進しようとするものでございます。

次に、改正の内容でございますが、様式第２号の利用者カードの名称およびデザインの変更を
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行います。名称については、「利用者カード」であったものを「青梅市図書館カード」とし、わ

かりやすくいたします。さらに、デザインについて自由度を高めるということで、既存の様式に

あったようなイラスト部分について空欄といたしました。これにより、親しみやすいイラストな

どの挿入が可能となり、図書館の認知度を上げることにより利用促進が図れると考えております。

この変更にあわせて、規則本文の改正以下、様式の変更および諸整理を行いました。

この規則改正について、平成３０年７月１日から施行としております。

なお、様式２の青梅市図書館カードについて、参考資料をご覧いただきたいと思います。一番

最後でございます。現在、参考資料のようなイメージを考えているところでございます。商工観

光課で推進している青梅ブルーを意識したデザインとしてございます。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。

【教育長（岡田）】 中身は色々あるけれども、要するに形としては、従来の市のマークが入っ

ているのをこのマークにできるような、そこだけですよね、手続き的には。それを踏まえて、何

かご質問、ご意見ございましたら、よろしくお願いいたします。

【委員（稲葉）】 この資料をいただいたときに、「デザインの自由度を高め」とありますが、そ

れが本当に促進になるのかというのは、すごく疑問になりました。

それから、従来のカードはずいぶん前から扱ってらっしゃると思うんですけど、刷新するのは

いいんですが、この予算は幾らぐらいかかっているのかなというのが一つ疑問になりました。

それから、裏面の文章がずいぶん割愛されて、「ご利用いただけます」と団体名が入っている

だけになるんですけど、「本を借りるときは、必ずこのカードをお持ちください」というのは、

割愛して大丈夫なんですか。子どもたちが持っている場合もあるので、やっぱりその辺の最低限

のルールはきちっと書いておいた方がいいんじゃないかなと思うんです。

【社会教育課長（塚本）】 こちら、カードで利用するということは周知されているという前提

で、現場の方となるべく最小限の情報にしましょうということで、裏面の記載についても整理を

した形になっています。

ちなみに、予算の方なんですけれども、従来からのラミネート加工の部分、これを使っていた

んですけれども、こちらの方は手作業がかかるものでして、今の新しいカードにつきましては、

プラスチックに直接印刷するような形式のものを考えでございます。そちらの方が、これを新た

につくるよりもコスト的にお得ということで、そちらの方を採用させていただきました。

【教育長（岡田）】 裏面の必要最低限の周知内容については、カードに記載がなくても、その

辺はどうですか。

【社会教育課長（塚本）】 この形で配布をしても、カードを使って借りるというのが十分周知

されているものというふうに認識をしております。あとは、中央図書館に限っては自動貸出機も

必ずカードを使わないと借りられないものになります。カードをかざして貸出し手続きをする。

今までの本文の中に「１５日間借りられます」という記載なんかもあるんですけれども、これも

レシートが発行されると、「〇日までです」ときちんとこの本の貸出期間が記載をされていると
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いうことで、ここまで詳しい記載は必要ではないのではないかということで、見やすいような、

文字の下に電話番号を入れていこうということになりました。

【教育長（岡田）】 今の点で、自動の場合は貸出したときにレシートが出てくる形ですね。窓

口の場合には、いつまでというのを本に挟んで渡すから、確実にいついつまでというのは周知は

できるということですね。

それから、有効期限が５年間というのも書いてなくなるけど、それは切れていたら、すぐその

場で再発行というか、更新というのはできるんですか。

【社会教育課長（塚本）】 口頭でまず確認をして、変更ありませんかという形で、変更ないで

すよと言われば、その場で即更新できる体制になっています。

【教育長（岡田）】 現在のカードも有効期限が５年間となっているけど、現在のカードは５年

過ぎても有効なんですか。

【社会教育課長（塚本）】 現在のカードも有効です。全部を取り替えるわけではないので、並

行して現在のデザインのカードも引き続き利用できます。

【教育長（岡田）】 最後に行かれた日から５年間ということね。

【社会教育課長（塚本）】 そうです。

【教育長（岡田）】 ５年に１回行けば、ずっと１００歳になっても使えるわけですね。

【委員（手塚）】 今持っているカードを新しいものにしたいということはできるんですか。

【社会教育課長（塚本）】 その点につきまして、紛失した場合には当然再発行は新しいカード

になるんですけど、お持ちになっている分にはそのままお使いいただきたいと考えてございます。

【委員（手塚）】 なくさないと、もらえないんですね。

【委員（榎本）】 小学生とか子どもも使うので、なかなかアプリ化は難しいかと思うんですけ

ど、携帯とか最近皆さん持っているので、その方が便利なのかなという気はいたします。申し込

みとかも自分で書いて、またそれを自分で打ち込むというのも大変かと思いますので、そういう

点でも事務作業が削減されるのかなと考えております。

【教育長（岡田）】 そうでなくても将来的にアプリ、スマホはどうですかね。

【社会教育課長（塚本）】 近隣でも、ナナコカード対応とか、プリカとか入れているシステム

がありますので、ちょっと研究をしていきたいと考えております。

【教育長（岡田）】 ほかにはよろしいですか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市図書館条例施行規則の一部改正につ

いて、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 「青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画（案）」へのパブリック・コメントによる意見募
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集について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に協議事項３を議題といたします。「青梅市新生涯学習施設（仮称）管理

運営計画（案）」へのパブリック・コメントによる意見募集について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 「青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画（案）」へのパブリッ

ク・コメントによる意見募集について、ご説明させていただきます。

このたび、ただいま建設中の青梅市新生涯学習施設（仮称）の管理運営計画につきまして、昨

年から青梅市新生涯学習施設建設検討委員会の中に運営検討部会を設置して検討してまいりま

した。この管理運営計画（案）につきましてパブリック・コメントを実施し、広く市民の意見募

集を行う予定であります。資料をご覧ください。

１、実施期間の「平成２９年度」は「平成３０年度」の間違いでございます。実施期間は平成

３０年７月１日（日）から７月１４日（土）の１４日間。

周知方法は、広報おうめ（７月１日号）および市ホームページ。

閲覧場所は、市ホームページ、各市民センター、中央図書館、釜の淵市民館、永山ふれあいセ

ンター、市役所２階行政情報コーナー、市役所３階社会教育課窓口です。

募集対象は、市内に在住・在勤・在学の方、市内に事務所または事業所を有する方、当該案件

に直接利害関係を有する方です。

提出方法については、郵送（７月１４日消印有効）、ファックス、メールまたは直接社会教育

課に持参していただきます。

続きまして、ワーキンググループの職員による「青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計画

（案）」のプレゼンテーションをご覧ください。

【教育部長（渡辺）】 今課長からありましたように、新生涯学習施設の管理運営計画というこ

とでワーキンググループをつくりました。そのワーキンググループでパワーポイントで説明して

いただきたいと思いますので、ワーキンググループの代表を呼びまして説明させていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。

【市民活動推進課青梅市民センター（鈴木）】 よろしくお願いします。新生涯学習施設の管理運

営計画（案）ということで、ワーキンググループをつくりまして検討を重ねてまいりました。そ

のメンバーであります私の方から説明をさせていただきます。

まず、計画策定の目的と位置づけですけれども、新生涯学習施設が目指すものといたしまして、

まず集約される４つの施設があります。この機能の継承と発展、それから基本計画書に掲げてい

ます４つのコンセプトの実現、これらを実現することを目指して、その先には青梅市における生

涯学習社会の実現というものがあるというふうに考えています。

この中の１番にあります集約される４つの機能の検証。検証はあるんですけれども、その中で

も発展、今まであった施設がこれから先どのようにさらによくなっていくかというところをメイ

ンに、ワーキンググループの方で検討を重ねました。

市民会館閉館のときに、「ありがとう、青梅市民会館」ということで、閉館のセレモニーを行
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いました。５０を超える団体と市民実行委員、それから市との共催で実施をしたイベントなんで

すけれども、このときに青梅市民のパワーとネットワーク、人と人との交流、それからつながり

というものがある場所が愛される施設であるということを実感するイベントでした。

では、このような愛される施設になるためには、どのようにしたらいいかというと、巨大な貸

し館になるのではなくて、主役はあくまでも利用者、市民の方々で、オープンしてそこがゴール

ではなくて、オープンした後にどれだけ成長できる施設にするかというのが最も重要なところと

いうことを、ワーキンググループの中でも根底の考えとして持って検討を進めてまいりました。

では、そのために具体的にどのようにしたらいいかというところですけれども、まず市民協働

による事業の企画運営ということで、やはり今多様になってきている地域課題の把握というのは、

市民の方々の色々な声を吸い上げていかなければなりませんし、そういったものを市民の方々と

一緒に行うことで、効果的な学習機会の提供につなげていくということが必要だと考えています。

それから、この施設で行われる様々な事業やイベント等あると思いますけれども、そこに参加

する多様な参加機会につきましては、この後、プロデューサー制度というのを説明させていただ

きたいと思っています。

それから、効率的な施設管理とソフト面のさらなる充実へということで、民間活力の活用を図

りたいというふうに考えているところです。

では、こちらのプロデューサー制度についてご説明をさせていただきます。

プロデューサー制度とは何かということですけれども、各フロアを中心にプロデューサーを配

置いたしまして、それぞれのフロアの特徴を生かす施設づくりをしていけたらなというふうに考

えております。先ほどちょっと説明しましたけれども、利用者の声を大事にして、オープン後も

成長する施設にするために、この制度を考えました。

新しい施設は地下から４階までございます。どのような人を配置するかというと、例えば地下

は防音を兼ね備えている部屋がありますので、音楽・文化空間プロデューサー、１階は多目的ホ

ールをはじめ目の前の広場ですとかそういったところがありますので、にぎわい・交流空間プロ

デューサー、２階にはキッズスペースがございますので、子育て支援空間プロデューサー、そし

て３階・４階には様々な市民活動を行える会議室等がございますので、市民活動支援空間プロデ

ューサー、このように４名のプロデューサーを配置して、それぞれが例えば地下のプロデューサ

ーは音楽系講座の企画を運営したり、１階につきましてはホールと連動したにぎわいづくり、沢

山の方に来てもらう工夫・仕掛けづくり、２階には先ほど申し上げましたキッズスペースがあり

ますのでその利活用、また託児業の調整などを担っていただく。そして３階・４階の市民活動支

援空間プロデューサーについては、生涯学習事業の企画運営、サークル活動の支援など、このよ

うに市民の方とプロデューサーと連携して行っていくことで、効果的に事業を進めていきたいな

というふうに考えています。

ただ、これらのプロデューサーがそれぞれ独自で動いても効果的ではないので、全体を調整す

る役としてコーディネーターを配置しまして、全体のバランスを見ながら取り組みを進めていけ
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たらいいのかなというふうに考えています。

なお、この方々につきましては有償ボランティアで、全員が毎日いるわけではなくて、日替わ

りの交替制というような方法も考えているところです。

ポイントです。誰がやるのということですけれども、これは新しい施設のオープニング企画の

実行委員から選出をしようというふうに考えています。ですので、市民です。市民の方にプロデ

ューサーを担っていただきます。

メリットにつきましては、先ほどから話しているとおり、市民の持つ柔軟な発想と広いネット

ワークを生かして、将来に持続する、どんどん成長していく施設というのをつくっていく、これ

が一番のメリットだと考えています。

このように、市民と行政がともに施設を支える体制の構築を、この計画の案として策定をして

いるところです。

ここから施設の概要になります。お配りしている計画の方で細かいところは見ていただければ

と思うんですけれども、概要だけ私の方から説明させていただきます。

まず、開館時間につきましては、施設の貸出しにつきましては９時から１０時、市民センター

業務は市役所と同じ８時半から５時１５分、それから子育ての関係のキッズルームは９時から５

時という形の時間で区切っているところです。

施設の予約方法です。多目的ホールは、使用の１年前から窓口での直接受付、これは従来の市

民会館のホールと同じ方法です。地下の部屋を控え室として同時の予約が可能というふうに考え

ています。

続いて屋上です。屋上は基本的に昼間の間、開放という形で、ただ団体で使用する場合、例え

ばヨガの講座をやりたいですとか、何かイベントで使うという場合は、屋上の利用申請書を提出

してもらうという方法を考えています。

その他の部屋につきましては、市民センターと同様、青梅市の施設予約システムを利用した形

を考えているところです。

各施設の概要です。地下は、防音施設のある文化活動室が４部屋、それからバンド活動の練習

等に使えるバンドルーム。１階につきましては、多目的ホールがメインの施設としてあるほか、

カフェコーナーを併設しております。２階につきましては、職員の事務室、それからキッズルー

ム。多目的ホールは２階部分は吹き抜けになっております。３階は、研修室ＡＢＣという３部屋

に加えて、料理等ができます実習室、それから水道とか設備を備えて美術の活動ができるアート

ルーム。４階につきましては、会議室が４部屋、和室が２部屋、さらに小規模な会議等ができる

ミーティングルームが２部屋あるというふうな状況になっております。こちらが施設の概要です。

交流とにぎわいの創出ということで、先ほど１階の方にありましたカフェコーナーの設置も考

えております。ドリンクおよび軽食の販売を業者への委託で運営しようというふうに考えていま

す。やはり飲食があると、人がそこに滞在する時間も延びますし、またそれがあることによって

フラッと立ち寄る人も多くなるのではないかなと期待しているところです。かつ、例えばおうめ
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マルシェというイベントを今やっております。それから、５月には青梅大祭という大きな行事も

あります。このあたりと連動して、１階のプロデューサーがうまく調整する役を担っていただい

て、施設と青梅のまち全体としてにぎわいを生み出していけたらいいかなというふうに考えてい

るところです。

オープニングイベントですけれども、関係者への内覧会等を実施した後に、オープニングイベ

ントの開催を企画しております。「ありがとう、青梅市民会館」を実施したときに生まれたネッ

トワークや色々なつながりを生かしつつ、市民の実行委員を組織しようというふうに考えており

ます。これは公募で組織しようというふうに考えています。

そして、先ほどありましたプロデューサー人材の発掘については、この実行委員会の中から担

っていただくことで、もちろんオープニングイベントは施設の開館より前から動き出しますので、

開館した後にスムーズにプロデューサーの方々が施設の運営にかかわっていくと、そういった流

れも想定しています。

さらに、２０２０年はオリンピック・パラリンピックを迎えます。このオープンがちょうど１

年前になりますので、子どもから高齢者、障害者、外国人、あらゆる多様な人々にこの施設の魅

力を知ってもらう工夫を、このオープニングイベントでうまくつくっていけたらいいのかなとい

うふうに考えているところです。

この案の今後ですけれども、もうすでに説明で出てきているかもしれませんが、パブリック・

コメントを７月に実施予定です。それと同時にワークショップを開催いたしまして、市民と一緒

にこの計画づくりを行っていきたいというふうに考えております。やはりパブリック・コメント

は市民参画というふうな形で意見はいただくんですけれども、ワークショップは対話形式で一緒

になって、いいこと、悪いこと、どういう施設になったらいいかなということを考えていきたい

なというふうに考えています。これはパブリック・コメントと同時期に開催する予定です。

さらに、このワークショップ参加者はオープニングイベントの実行委員会にどんどん入ってい

ただいて、興味のある方々が集まると思いますので、こういった方々を巻き込みながら、オープ

ニングイベントにつなげていけたらいいかなというふうに考えております。

最後になりますが、巨大な貸し館になるのではなくて、主役は利用者であって、オープン後も

成長する施設にするためにという根底を共通の認識としながら、こちらの計画の案を策定したと

ころです。

ちょっと早足になってしまいましたが、これで説明を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

今の内容はここに書いてあるエキスです。あくまでパブリック・コメントを実施するというこ

とと、ワークショップの日にちは決まったんですか、これからですか。

【市民活動推進課青梅市民センター（鈴木）】 ７月５日で調整中です。会場は本庁２階の喫茶コ

ーナーで、１８時３０分から予定しています。
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【教育長（岡田）】 具体的に決まったらご案内ということで。

意見募集についての説明をさせていただきました。説明は終わりました。ただいまの説明に対

して何かご質問、ご意見等ございましたらお願いいたします。

【委員（稲葉）】 ご説明ありがとうございました。ワーキンググループというのは、素朴な疑

問なんですけれども、どういった方々が集まったグループになるのかご説明いただけますか。

【社会教育課長（塚本）】 実務担当者のレベルになります。具体的には、係長以下です。

【委員（稲葉）】 市の職員のどういう部門から出ていらっしゃるんですか。

【社会教育課長（塚本）】 社会教育課と青梅市民センターの２カ所です。

【委員（稲葉）】 統合する２カ所の現場の人間ということですね。

【委員（大野）】 今の質問とお答えの件ですけど、社会教育課と市民センターの職員の方全員

なんですか。何人ぐらいでどういう方がなさるのか、もうちょっと具体的に教えてください。

【社会教育課長（塚本）】 青梅の市民センターからは１人出ております。あと社会教育の生涯

学習推進係から４人のメンバーを出しております。１名は係長です。必要に応じて子ども家庭支

援課の方から現場の人間を呼んでいます。稼動したときに実務に携わるメンバーになってくると

ころでございます。

【委員（稲葉）】 事務室というのがありますよね。そこで勤務される方ということですか。

【教育長（岡田）】 人事異動がなければということです。

【委員（大野）】 稲葉委員がなぜその質問をしたのかなと思いながら聞いたんですけど、私の

聞きたいのは何かいうと、大変アイデアが素晴らしいので、どういう人たちがこういうのを出し

たんだろうと。例えば、「巨大な貸し館ではなく、オープン後も成長する施設」、素晴らしいコン

セプトだと思うんですよね。それから、市民がもっと参加していくために有償ボランティアとい

う形をとりながら、プロデューサー制度を入れるんだと。今までやってきたお仕事を例年継続、

多少発展させていくのが、昔の役所という見方があるじゃないですか。だけど、これはゼロでし

ょ。ゼロからこんな素晴らしいコンセプトを持って、具体的なそういうアイデアを出したという

のは、素晴らしい人たちだなと思うんですよ。そこのあたりの、もしよかったら途中経過のいき

さつをちょっと教えてもらうと嬉しいかなと思います。

【教育長（岡田）】 社会教育主事の皆さんが揃ってやっていましたので、担当の委員さん。

【生涯学習推進係長（土屋）】 昨年の半ば過ぎぐらいから、実際の計画が進んでいく中で、ど

ういった施設運営をしていくべきか、社会教育課と青梅市民センターと一緒になることなどにつ

いて、最初は３名でワーキンググループをスタートいたしました。その後、人数を増やして、ど

ういった形にしていくか、まずコンセプトをやっていく中、職員だけじゃない発想を取り入れる

手法として、「ありがとう、青梅市民会館」のときに出会った、色々な特技を持った人たちが活

躍できる場をつくれたらというところで、プロデューサーという形でかかわってもらって、運営

に市民の人が入ってこられるような仕組みとして、このプロデューサー制度というのをつくって

いきました。また、どういった形で周知をするとか、オープニングイベントを、「ありがとう、
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青梅市民会館」からつないで新しい施設でスタートできるような形で、新しい施設を始められた

らということなどを検討してきました。また、上部に検討部会がございますので、これは色々な

関係部署の係長クラスで、社会教育課長が座長になっているんですけれども、そこに上げさせて

いただいて、色々中身を精査していただいて、つくろうという形になっております。

【教育長（岡田）】 ちなみに、今プレゼンしていただいた鈴木君は、今は青梅の市民センター

で、その前は社会教育課の社会教育主事で活躍しておりました。そういう方々がアイデアを出し

てくれたということと、市民会館の最後の３月３０・３１日に２日間かけて、「ありがとう、青

梅市民会館」というのを暮れから３月ぐらいでやってみたんですけれども、過去に利用した方々

が思い思いに時間を１５分ずつ区切ってできたということも、それを踏まえて発展させるのが新

生涯学習施設の先ほどの、単なる貸し館ではなくて朝から夜まで利用していただくためには、や

はり職員だけでは貸し館にとどまりますので、具体的に各部屋を活用できる人たちに集まっても

らってアイデアを出していく。あるいはその人たちが日替わりでプロデューサーで活用してもら

うという方向を目指すということで、パブリック・コメントをやりたいと思っております。

【委員（榎本）】 施設利用料というのは、市内の団体と市外の団体では違うんですか。

【社会教育課長（塚本）】 現在、施設の条例を並行でつくっているところでございます。その

中で、部屋の料金の方も検討しているところでございますが、市内・市外で料金差をつけるとい

うのは、青梅市内の施設には無いので、料金差ではなく予約開始のタイミングを変える等の検討

はしているところでございます。料金差については、営利・非営利などについては検討している

ところでございます。

【委員（手塚）】 近くの多摩高校の通学路だったりするので、そういう若い人たちが使いやす

いところであったりとか、あと今のプロデューサー制度はとっても素敵だなと思うので、６ペー

ジにある運営の模式図なんかを見ていて、若い人たちにどこかに絡んでもらえないかなというふ

うにすごく感じます。中学生でも高校生でもいいですし、大学生の方でもいいんですけれども。

例えば運営協議会なんていうのは、たぶん各団体の代表の方となると、少なくとも私の年代かそ

れより上の人間ばかりになってしまうのではないかと思うので、そこに若い人、最初から何歳以

下の人というふうに決めた枠があってもいいんじゃないかなと思うんです。青梅はとても私とか

上の年配のパワーはすごくあるので、若い人の考えも入れるよ、意見も入れるよ、代表も入って

いるよというのを見せてもらうのにもいい場所なのかなと思いました。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、「青梅市新生涯学習施設（仮称）管理運営計

画（案）」へのパブリック・コメントによる意見募集について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄
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４ 青梅市指定史跡の指定について（文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項４を議題といたします。青梅市指定史跡の指定について、

を説明いたします。

【文化課長（北村）】 それでは、協議事項４の青梅市指定史跡の指定について、ご説明申し上

げます。

平成３０年１月３０日、青梅市教育委員会から諮問しました市内御岳２丁目地内にあります滝

本の洪水防石を市指定史跡に指定する件について、同じ日に開催されました青梅市文化財保護審

議会において専門部会を開催し、現地調査の結果をもって指定の審議を行うことになりました。

そして、去る５月８日に開催されました青梅市文化財保護審議会において審議を行いまして、答

申が出されました。答申の内容につきましては、協議資料４、答申書写しの本文からご説明をい

たします。

答申書中段以下を読み上げさせていただきます。

滝本の洪水防石を市指定史跡に指定することについて（答申）

平成３０年３月２２日に青梅市文化財保護審議会第３部会を開催し、滝本の洪水防石の現地調

査を行い、現状を確認したところ、青梅市文化財保護指導員小島みどり氏の提起書のとおりの事

実を確認し、青梅市文化財指定基準５（１）のキの基準を満たすと判断した。

ついては、市指定史跡として指定することが適切である。

なお、指定の範囲は、銘文が刻まれた巨石から南側の６個とし、銘文（拓影）の「十」という

文字が傷により「廿（にじゅう）」に見えることから、指定書の中で注釈を入れるのが妥当と考

える。

とございます。

写真は協議資料の４枚目の裏にありますけれども、写真が上下にございまして、下の部分を指

しております。漢数字の「十」のところの一部、左側のところに縦の傷が入っているところから

「十」を２つつなげた「廿」のように見えるので、こちらの方の現地を確認した上での今回の諮

問となりました。

以上のとおり、青梅市文化財保護審議会においては、滝本の洪水防石を市指定史跡と指定する

ことがふさわしいとの結論をいただいております。

この答申結果を受けまして、本教育委員会におきまして、文化財指定の可否についてご協議を

いただくものでございます。

なお、別紙の２枚目になりますが、青梅市指定文化財提起書につきましては、平成２９年１１

月１６日の教育委員会臨時会におきまして説明をさせていただきましたが、中段少し下、６の形

状・寸法の（３）面積３２．３０㎡を加筆しました。

１枚おめくりいただきまして、２ページ目の中段の８の参考文献の（６）「武州御嶽山文書 第

二巻 金井家文書（２）」の資料名を訂正をいたしました。

説明は以上となります。よろしくご協議をいただきまして、ご決定を賜りますようお願い申し
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上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 中国の史跡・公文を求めて色々行くんですけど、有名な方が刻したというん

じゃないですけど、こういう石にこういうものが刻されていたというところで、拓本をとること

は考えていらっしゃるのでしょうか。だんだん年月がたつとどんどん劣化していって欠けてきま

すので、写真であるのも一つなんですけど、墨の拓本というのは何百年と残りますので、そうい

うようなお考えがありますでしょうか、どうでしょうか。

【文化課長（北村）】 こちらの洪水防石の拓本につきましては、すでにとってございまして、

何回か講座とか色々な資料にも活用させていただいているところであります。

【委員（手塚）】 私、現地を拝見させていただいて。説明を受けて拝見すると、本当にこんな

大きな石をよく人力しかない時代にと思うんですけれども、風景に溶け込んでしまっているので、

何もないと、元々ある石なのかなみたいな感じで通り過ぎてしまう。ぜひ易しい文章でのわかり

やすい説明等で、目印を立てていただいて、通りかかった人たちが立ち止まって見ていただける

といいなと思いました。本当に、どういう技術でやったのかというのがとっても興味があるんで

すけど、何かそういった土木文献みたいなものは残っていないんでしょうかね。

【教育長（岡田）】 手前が西東京バスの折り返し所なんです。バス会社とも交渉していますの

で、その点も含めて文化課長、説明をお願いします。

【文化課長（北村）】 こちらにつきましては、やはり文字が入っているところが歩道側から一

番奥の方にありますので、説明文としては文字が書いてあるそばがいいのではないかというふう

には今考えておりますが、やはり場所につきましては、今教育長からお話がありましたとおり、

西東京バスの土地のこともありますので、説明させていただいて、今後また具体的なところは相

談という話をさせていただいております。また、今お話がありましたように、奥にありますので、

確かに場所も看板だけですと見えづらいということを心配しているところもありまして、そこの

ところも内部の方でも相談しまして、もう少し道路側の方に案内標示ができるようなことも検討

しております。そういったところを今考えておりますので、よろしくお願いいたします。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市指定史跡の指定について、は承認さ

れました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、先ほど協議事項２および協議事項４が承認されたことに伴い、議案

が２件追加されるとのことであります。



33

つきましては、本日の日程に議案第３号 青梅市図書館条例施行規則の一部を改正する規則に

ついて、議案第４号 青梅市指定史跡の指定について を追加したいと思いますが、ご異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、本日の日程に議案第３号および議案第４号を追加いたし

ます。

議案書を配付してください。

〔議案書（２）配付〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第５ 議案審議 

議案第３号 青梅市図書館条例施行規則の一部を改正する規則について 

【教育長（岡田）】 それでは、議案審議を行います。

ただいま議題となりました議案第３号 青梅市図書館条例施行規則の一部を改正する規則につ

いて を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 議案第３号 青梅市図書館条例施行規則の一部を改正する規則につい

て、ご説明申し上げます。

本案は、ただいま協議資料２にもとづきましてご説明申し上げ、ご協議いただき、ご承認を賜

った規則の部分につきましての議案でございます。

内容につきましては、先ほどご説明申し上げたとおりでございます。

本案につきまして、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

よろしいですか。それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第３号 青梅市図書館条例施行規則の一

部を改正する規則について は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第４号 青梅市指定史跡の指定について 

【教育長（岡田）】 次に、議案第４号を議題といたします。青梅市指定史跡の指定について を

説明いたします。

【文化課長（北村）】 それでは、議案第４号 青梅市指定史跡の指定について、ご説明申し上

げます。

青梅市文化財保護条例第４条の規定にもとづき、滝本の洪水防石を青梅市指定史跡に指定しよ

うとするものでございます。
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理由の説明につきましては、先ほど協議事項４でご説明させていただいたとおりでございます。

本案についてよろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

よろしいですか。それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第４号 青梅市指定史跡の指定について 

は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

再 日程第３ 教育長報告事項

１ 青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく専決処分の報告について（指導室）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項１、青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづ

く専決処分の報告について を議題といたします。

本件は、青梅市立小中学校教職員の人事異動の決定に関し、青梅市教育委員会事務委任規則第

２条の規定にもとづき、教育長の臨時代理をもって専決処分した事案について、規則第３条の規

定にもとづく報告であります。

本件は人事案件であることから、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項お

よび同条第８項の規定にもとづき、非公開としたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、出席委員の３分の２以上の多数で議決しま

したので、非公開とすることに決定いたしました。

ここで、関係する職員以外の方の退席を求めます。

〔 退 席 〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【非公開】 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 ここから、会議を公開といたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で、予定された案件についてはすべて終了いたしました。その他何か

ありますか。

【社会教育課長（塚本）】 情報提供ですけれど、５月２９日朝日新聞（朝刊）の方で、新生涯

学習施設の建設についてという１ページ分、丸ごと特集が出ますので、ぜひご覧ください。

【学校給食センター所長（渡部）】 学校給食センターからは２点ございます。

まず１つ目でございますけれども、本市で唯一自校方式で調理を行っております第二小学校、

こちらの調理業務委託の方が５年を終了することに伴いまして、現在プロポーザル方式による
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新たな業者選定を進めております。予定といたしましては、６月下旬に業者を決定いたしまし

て、２学期の調理からは新たな業者が調理をすることになりますので、ご承知のほどよろしく

お願いいたします。

もう１点ですが、現在学校給食センターでは、「青梅の給食が変わります」と銘打ちました事

業の検討を今進めております。コンセプトといたしましては、これまでの「食べさせる給食」

から、子どもたちが「食べたくなる給食」ということで、こういうようなイメージで考えてお

りまして、４つのチャレンジ的な事業を考えております。

まず１つ目は、地産地消を進めます。こちらの方は、これまで以上に地域の食材を積極的に

取り入れる。まずは７月から毎月１回、東京にある農場の牛乳の日を検討しております。

続いて２つ目です。ご飯の日を増やします。こちらは９月からではありますけれども、米飯

の一部委託を入れることによって、今まで１．７回だった米飯を２．５回ほどにまで増やそう

と考えております。青梅はご飯の給食が少ない少ないと言われておりましたので、少しずつ変

えていくというところで、まずは２学期から増やすということから始めます。またそれに伴っ

たメニューも、ただいま検討をしております。

３つ目ですが、リクエスト給食を増やしていこうと考えております。これをどうやって増や

すかというのはまだ内部で検討しておりますので、詳しいことはお話しできませんが、学校ご

とに、この学校ではこれがリクエスト給食で出たというのを出すのか、それとも学年ごとにす

るのか、そういうところは今、栄養士と検討しているんですけれども、一応これも増やしてい

こうと。

最後に、今回新しくなる青梅の給食のイメージキャラクターを、これらの事業を推進するた

めに募集しようかなということを検討しております。基本的には、給食大好き、牛乳大好きな

キャラクターを児童生徒の皆さんにまず考えてもらおうかなと。で、青梅の給食に愛着を持っ

てもらおうかと、今考えております。現在まだ内部で検討しているんですが、ちょっと時間の

方も急ぎながらやっているんですけれども、基本的に保護者の方に一番初めに出す６月の給食

だよりというのがございます。そちらのところでは、やはり年度始めということもございます

ので、こういうふうに給食センター、学校給食が変わってくるということを示したいと考えて

おりますので、また給食だよりができましたら、委員の皆様にもお配りしますので、よろしく

お願いいたします。

報告は以上です。

【教育長（岡田）】 ただいまの報告について、何かご意見ありますか。

【委員（手塚）】 新しい試みを沢山やってくださる。１学期はたぶん給食の試食会が新１年生

への対応でいっぱいやられているかと思うので、そのときにいらしていただく給食センターの

職員の方からも、直接のＰＲが届くと思いますので、ぜひやっていただければと思います。

【学校給食センター所長（渡部）】 実は、試食会のアンケートの見直しも今年から行いまして、

今まで以上に、子育てをしているお母さまとかお父さまの声を引き出せるような形で考えてお
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ります。どうしても給食センターは今まで閉じられたイメージがあって、何を言ってもあまり

変わらないというイメージがあったんですが、それを払拭するためにも、色々な方のご意見を

入れていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

【委員（大野）】 感想をいいですか。さっきの新生涯学習施設のアイデアもそうですけど、こ

ういうものも…。この前も新聞を読みましたら、給食費が一番安いのは青梅ですか。これじゃ

おいしいものをつくれないんじゃないかとか、ぼやき出すと色々ありますよね。しかしながら、

そういう逆境の中で、給食センターが今お話しいただいたような、メモをとればよかったなと

思うような素晴らしいアイデアをどんどん出してくるというところが、すごく頼もしいし嬉し

いですね。ぜひまた、実際に実のあるものになるように進めていただければありがたいなと思

います。

【教育長（岡田）】 どうもありがとうございます。よろしいですか。

では別件で。次に、主幹。

【教育指導担当主幹（拝原）】 前回の定例会のときに、青梅市伝統文化奨励表彰の中で、書道

を加えたらどうかというご意見をいただきまして、改めて青梅市伝統文化奨励表彰実施要項を

確認させていただいたんですが、そちらの方には、「この要項における伝統文化とは、青梅市内

において市民によって伝承されている芸能をいう」というふうに定められておりまして、また

表彰基準の方にも、「青梅市の伝統文化を継承する活動を継続的に行っている者、または青梅市

の伝統文化において優れた技能を有している者、またその他青梅市の伝統文化を生かした活動

を行い、表彰に値すると認められる者」というふうに定められておりますので、ちょっと基準

が難しいかなと考えております。ただ、より子どもたちの頑張りを表彰して励ましてあげたい

という思いは我々も強く感じておりまして、例えばちょっと枠は違ってくるんですけれども、

青梅市教育委員会表彰の規程の中には、優れた成績を残した児童生徒といったところも示され

ておりますので、またそちらの枠の方で検討ということになるかなと考えております。よろし

くお願いします。

【委員（大野）】 自分もよく読まないで、後で読んでみて、余計なことを言っちゃったなと思

って、すみませんでした。でも、最後にお話しいただきました点についても、ぜひ進めていた

だければと思います。ありがとうございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 会議の途中ですが、会議時間は午後４時までとなっています。ここで時間

延長したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、時間延長することに決定いたしました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育指導担当主幹（拝原）】 先ほどご質問いただきました青梅サタデークラスの資料をお持

ちしましたので、ご確認ください。
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初めに、チラシの方ですが、募集は「トライ」という会社の方で作成したチラシを各学校に

配布しまして、募集をしているところでございます。

クリップ留めの資料をご覧ください。１枚目が青梅市学力向上対策事業実施要綱でございま

す。こちらは、以前ご確認いただいているところかと思います。

１枚おめくりいただきますと、青梅市学力向上対策事業実施にかかる土曜日の補習事業実施

要項でございます。こちらの方を見ていただきますと、実施内容としまして、各会場ですとか、

実施体制、それから実施日等について示してございます。

１枚おめくりいただきますと、別紙１としまして、６つの会場のそれぞれの実施の期日がお

示ししてございます。

もう１枚おめくりいただきますと、サタデークラスと並行して行います「ステップアップク

ラス」、各学校の放課後で実施する事業でございます。そちらについての実施要項となっており

ます。２番の実施内容を見ていただきますと、東小・中学校以外の青梅市立小・中学校２６校

において、原則小学校４年生から中学校３年生までの児童・生徒を対象とし、実施するといっ

たことが示されております。

もう１枚おめくりいただきますと、学力向上対策事業業務委託仕様書となっております。こ

ちらをもとに業者と交渉したということでございます。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 ご意見、ご感想等あればお願いします。

【委員（手塚）】 定員が各センターごとにあるんですけれども、各学年ごとに結構しっかりと

カリキュラムを組んでいただいているんですが、これはセンターの大きな枠だけの定員で、例

えば小学生、中学生の定員みたいなのは特にない感じなんでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 学年ごとの定員は、特に設けてございません。

【教育長（岡田）】 じゃ、例えば中学３年生が５０人来ちゃったら、中学３年生だけでもとい

うこともあり得るわけですか。逆に定員を超えた場合は、抽選等で調整するのでしょうか。

【指導室長（中嶋）】 抽選は考えております。ただ、ほかの会場へというふうになるかと思い

ます。

【委員（稲葉）】 定員がそれぞれ違っているんですけれども、それに対応する支援員さんの数

値というのは、業者任せでしょうか。

【指導室長（中嶋）】 委託業者に任せておりまして、それにあわせての人数配置となっており

ます。

【教育長（岡田）】 ペーパーだけじゃなくてタブレット端末を活用するとか、そこら辺の仕様

上で業者との交渉はどうなっていますか。

【指導室長（中嶋）】 当初、タブレットもという話も出ていたんですけれど、今のところ、タ

ブレットをこの数だけ揃えるというところには至らないようで、今後進む中でどの程度、どう

いう形で入れてもらえるのかも検討していきたいと思っています。



38

【教育長（岡田）】 ペーパー的なものも向こうが用意する形で、それを教育委員会サイドでチ

ェックするということはどういう考え方なんですか。

【指導室長（中嶋）】 あらかじめ、ある程度内容は把握して行いたいと思っております。それ

から、今のご確認とは違うんですけれども、今回に関しては予定にもあるように最初にテスト

をして、最後にもテストをして、どれだけ向上したかを見ていくというのが入るようになって

おります。

【委員（稲葉）】 去年までのサタデースクールは、支援学級へ行っている子どもたちも、学年

を下げての問題があったので、無理なく対応ができていたんですけれど、このカリキュラムを

見ていて、はたして支援級の子が来て、きちっと支援員さんの指導とかサポートによってこう

いう学習ができるのかどうかというところ、ちょっと疑問に思うんです。その辺の対応策とい

うのはいかがなのでしょうか。意外と、来る子がだんだん減ってくる中で、支援級の子がまじ

めに沢山残っているという現象がありますので、そこはどうなのかなと。

【指導室長（中嶋）】 ご心配されることはよくわかるんですけれど、やっぱり開始してみない

とわからないところがありまして、例えばそういう子に対してはタブレットをという方法も使

うかもしれない、ちょっとどんな対応策があるのかわかりません。

【委員（稲葉）】 そういうふうにやる気があって、学ぼうと思っている支援級の子どもたちの

支援を、ぜひしていただきたいなと思います。

【指導室長（中嶋）】 全員いっぺんのタブレット使用は、この人数ですので難しいというとこ

ろがあるんですけれども、そういったお子さんに対しての補助的な使い方とか、そういったこ

とはできるんじゃないかと思います。その辺も仕様書には載っていない部分で、やりとりで可

能な部分もありますので、対応していきたいと思います。

【教育長（岡田）】 会場数も６会場ということなので、私も含めて手分けして状況を見にいき

ながら、またいい方向に調整していきたいと思います。よろしいでしょうか。

では別件で、指導室長。

【指導室長（中嶋）】 これから少し進むことというか、そういった内容で幾つかご報告いたし

ます。

１つは教員の働き方改革に関しまして、校務支援システム、それから出退勤管理システム。

校務支援というのは、名簿等から通知表や要録、様々なものができるものになるんですけれど

も、東京都の補助が２分の１出まして、市の方でも今回の６月議会で補正予算を組んでいただ

く形になりますので、その後進展しますけれども、ご承知おきいただければと思います。

またもう１件、スタディアシスト事業という、これは東京都の事業なんですけれど、中学校

３年生対象で受験対策をすることになります。おおよそ夏休みの後半あたりから冬休みの期間

も含めて、平日の学期中は部活動も引退していますので、そういった時間も利用しながら受験

対策をする、これを業者に委託する形をとって進める内容です。こちらは東京都から１０分の

１０出る事業で、約１，０００万円というものが今後入ってきます。また詳しいことがわかり
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次第お知らせします。

それと、これまでお話ししていてやっと始まったというのがホームページの件なんですけれ

ど、ＣＭＳというものになって、先週の５月１７・１８日に研修を行いまして、これから学校

は古いものの移植作業というんでしょうか、新しくチェンジしながらという作業に入りまして、

９月には全校リニューアルスタートできる。その途中から、もう並行して新しいものを載せる

ということをするんですけれど、そのような状況になりますので、ご承知おきください。

それからもう一点、中学校のタブレットパソコンはこの夏に入れ替えになりますので、お知

らせしておきたいと思います。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 中学校は今までのノート型からタブレット型で、なお別途キーボードが使

用できるような形のタブレットを考えています。今日、副市長とも協議をして方向性が出まし

たので。

【委員（大野）】 この働き方改革関係の一つのシステムというのは、国とか都とかそういう広

いところでシステムをつくって、市町村はこれを使ってねという、そういうことではないんで

すか。

【指導室長（中嶋）】 理想的にはそういうものがあると本当にいいなと思うんですけれど、今

現在ない状況でして、各自治体ごとにさまざまな業者と契約して色々なものを使っている状況

です。東京都であるものを使えないかと思って都立青梅総合高校に行って確認してきたんです

けれど、全く都立高校独自でつくった、ほかでは使えないようなものでして、残念ながらだめ

でした。

【教育長（岡田）】 それは出退勤の方ですか。

【指導室長（中嶋）】 両方です。出退勤も使えるかなと思ったら、これも使えずに、校務支援

ももちろん高校と中学校の違いはあるんですけれど、ちょっと応用がきかないようなものでし

た。

【委員（大野）】 出退勤なんかどこも同じような気がしますけれども。

【教育長（岡田）】 青梅総合高校ですと定時制もある２部制なので、そこはちょっと違いがあ

るかもしれませんけれども。校務支援は、ほとんどの区市、入っちゃってるんですよね。

【指導室長（中嶋）】 ほとんど入っていて、何市かまだ入っていないところがあるというとこ

ろの一つです。

【教育長（岡田）】 特に校務支援システムは、先生方は転勤で各市区町村への異動があります

ので、異動したときにまた新しい自治体で一から違うシステムになってしまうこともあるので、

本当はオール東京で研修センターあたりでしっかりしたものをつくってもらえれば、広域異動

しても全然違和感なくすぐ次に使えますので。そういうのを長友先生につくってもらえばいい

のかな。

【指導室長（中嶋）】 教育長会からも、そういうのをつくってほしいという要望を出していた
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だいていますので。ただ、それぞれもうできちゃっているのでなかなか難しいんですけれども、

本当にそういうのがあるといいなと思っています。

【委員（大野）】 今の関連で、たしか文部科学省の働き方改革に関するパンフレットみたいな

ものを読んでいると、校務支援システムを導入すれば、そのメリットは何かというと、先生が

転勤したときにも同じものが使えると、そういうようなことが書いてありますよね。だからこ

れはもっと入れていくんだと。そういう趣旨からいけば、東京都の全体を揃えるとかね。

【教育長（岡田）】 そうなんです。広域的にやってもらえれば。

【指導室長（中嶋）】 今の大野委員のお話ですけれど、私もついさっき教育関係の新聞を見た

んですが、文部科学省は平成３０年度に予算をつけると。７地域に７，０００万ぐらいずつ、

東京都とか政令指定都市も含めて、つけるという記事が載っていましたので、前倒しでそうい

うアピールをしているのかなと、そういうふうに感じます。

【教育長（岡田）】 政令市などは、採用も政令市単位ですし、異動もその市内だけですから、

一つできればずっと使えます。神奈川県は、横浜市、川崎市、相模原市が政令市で、あと県下

に市や町があるんですけれども、最初に赴任した市あるいは町で、私の同僚がかなりいるんで

すが、同じ市・町から生涯異動しないんです、原則、希望しない限り。ですから、例えば寒川

町とか中井町とかに勤務すれば、最初から最後まで同じ町で。ケースによってはご夫婦が共働

きしていて子どもがいると大変な騒ぎになると。学校が２つか３つしかありませんので。そう

いう場合どうしても、基本的には最初に赴任した市や町でずっと勤務する人が多いですね、東

京と違って。東京は今は必ず新規採用されて５年すると、次の異動は他地区に出なければいけ

ない。そういう違いがあるので、東京は本当は統一した校務支援システムが望まれるんですけ

ど。

【委員（大野）】 しいて言うと、たぶん通知表が県だと独自なので、連動させて通知表にそう

いうのが入っていっちゃうのは難しいかな。あとは、生徒指導要録、児童指導要録が最後は市

町村で決定ですよね。若干違いがあるのかな。そういうところがあるんでしょうか。

【教育長（岡田）】 様式も今度、平成の次の元号になるときに、西暦表示一本にするのかどう

か、色々今課題が出ているところです。

【委員（大野）】 また少し話がずれちゃいますけど、元号法ができてから、とにかく西暦じゃ

なくて平成でいけと。せめてそれがぶつかるところは両方書くとか、やってきたじゃないです

か。先だっての新聞報道によると、政府としては西暦で色々な書類やなんかをつくっていくと

いう話ですよね。

【教育長（岡田）】 グローバル化するとなると、外国人との会話の中で、元号じゃわからなく

なりますからね。

【委員（大野）】 あれだけ先輩たちが闘って、元号法をやったのに。

【委員（手塚）】 学校のホームページが刷新されるということで、具体的にどんなことが可能

になってくるのか。青梅の今までの学校のホームページって、一度記事を教育委員会がチェッ
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クしてから戻すということなので、どんなに早くても１～２週間後ということで、タイムリー

な情報提供の場としてはなかなか難しかったということがあります。例えば、その日あったこ

ととか連絡が、そこで出せるようになるものなのか。

【指導室長（中嶋）】 おっしゃるとおりで、これまでは学校が紙で回して、実際にこちらで承

認して更新するというものだったんですけど、それを全面的に変えていくということで、学校

で今日、例えば校長さえ認めればすぐ新しい記事が出る。ほかのところでは前からそうなって

いますけど、青梅もそういうふうになるということになりました。よろしくお願いします。

【委員（稲葉）】 先生方が使っているパソコンの仕様は、一太郎とか、ワードとか、エクセル

とか、青梅は何を主流に使ってらっしゃるんですか。

【指導室長（中嶋）】 ワード、エクセルです。

【委員（稲葉）】 他市町村では、一太郎を使っていらっしゃる学校が多いので、新卒の方がと

ても使いにくいということを聞いているので、どうなのかなと思ったんですね。

【指導室長（中嶋）】 その当時、頑張っちゃったところは一太郎を入れているようですね。も

う今は予算的にすごく大きくなっていて、お荷物になっている状態かもしれません。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

では次に、文化課長お願いします。

【文化課長（北村）】 お手元にご配付させていただきました美術館の「再考西多摩を描く１」

ですけれども、２０年ほど前に開催しました「西多摩を描く」の展覧会作品を再度、２０年た

った今のまちの写真と絵画をあわせて展示するような、地域性もあって親しみのある展覧会に

なっております。またこの会期中には石川酒造での実技講座「デッサン教室」を開催したり、

あとギャラリーガイドの中でも、ただ学芸員が作品を説明するだけでなく、写真を撮った担当

職員の方も一緒に説明をするような、通常とちょっと変わった形のガイドを予定しております。

会期が６月２日から７月８日という期間ではございますけれども、足をお運びいただければと

思います。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 それでは、今後の日程について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 お手元の今後日程をご覧いただきたいと思います。裏表の２ページに

わたっております。

まず、５月２５日（金）関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会・研修会が静岡県で開催さ

れます。こちらの方は大野委員さんにご出席をいただく予定でございます。よろしくお願いいた

します。

その下、５月２６日（土）から６月１６日（土）まで毎週土曜日でございますが、市内小・中

学校の運動会がございます。先生方、大変お忙しいとは思いますが、ご都合のつく範囲でご出席
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いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。

６月２２日（金）小学校音楽鑑賞教室、いつものように福生市民会館で、午前の部が１０時   

４５分から、午後の部が午後２時から開演の予定です。

そして、裏面、２ページ目でございますが、まず７月４日（水）今年度最初の学校訪問、午前

中、新町小学校に行く予定でございます。詳しい集合時間等はまたご連絡しますけれども、８時

４０分に教育委員会集合ということで、ちょっと早くなりますが、よろしくお願いいたします。

そして、７月６日はちょっとご説明をさせていただきます。中学校の音楽鑑賞教室が福生市民

会館で午前の部、午後の部とございますが、申しわけありません、この日は教育委員会の７月の

定例会を予定しております。午後１時半からこちらの部屋で行う予定ですので、午後の部の中学

校音楽鑑賞教室は時間がバッティングしてしまいますので、都合がつかないということに自動的

になってしまいました。申しわけございません。

教育委員会終了後、教育委員さんと小学校長との懇談会を同じお部屋で予定しております。午

後４時から１時間程度ということになります。テーマについては未定でございます。

それから、７月１１日は学校訪問の２回目ということで、午前から午後にかけて霞台小学校と

友田小学校訪問の予定でございます。

一番下でございますが、５月３１日（木）青梅市小・中学校長歓送迎会が福祉センター「すず

らんの間」で、午後６時３０分から開催される予定ですので、こちらもご都合の方をよろしくお

願いいたします。

教育総務課からは以上でございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第６ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了しましたので閉会といたします。お疲れさまでした。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後４時２３分 閉会

青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長   

青梅市教育委員会委員


